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　３月９日、N
の 　 も
OMOベースボールクラブの選手・スタッフが全員そろい、お披露目を兼ねたスポー

ツ座談会「夢をあきらめるな」を城崎大会議館（城崎町湯島）で開催しました。
　同クラブの設立趣旨が説明され、選手全員と球団スタッフが紹介されました。FMジャングル
DJ・西村　基

もと
さんの司会で、野

の
茂
も
英雄代表理事と清水信英監督、中貝市長が、これまでの経緯や

夢についてトークを繰り広げました。　
　今後、同クラブは、こうのとりスタジアム（戸牧）を中心に、植村直己記念スポーツ公園野球場（日
高町野）、出石総合スポーツセンター野球場（出石町福住）、県立但馬ドーム（日高町名色）の4球場
で活動します。夢を追い続ける若者を支える同クラブを、市を挙げて応援しましょう。

《問合せ》地域戦略推進課大交流推進係☎21-9012

NOMOベースボールクラブ始動！
　市を挙げて応援しよう！！

夢をあきらめるな。
野 茂 英 雄

WELCOME！

【設立趣旨】 【野茂英雄代表理事ごあいさつ】
　NOMOベースボールクラブは、野
球を通じて心身を鍛錬し、成長させ
てきた青少年たちが、社会人となっ
てからも継続して野球に取り組める
環境を提供するとともに、野球競技
者の技術の向上や親睦交流に関する
活動など、アマチュア野球の普及発
展に貢献する活動を積極的に展開し、
スポーツ振興をはじめ、野球を通じ
て青少年の心身の健全育成を図るこ
とを目的として設立しました。

【主な戦績】
2005年　都市対抗野球大会出場　
　　　　全日本クラブ野球選手権大会
　　　　優勝
2006年　社会人野球日本選手権大会出場
2007年　全日本クラブ野球選手権大会
　　　　準優勝

活動内容

社会人野球チーム
支援事業

・NOMOベースボール
クラブ運営

青少年健全
育成事業

・少年野球教室
・少年野球大会
　（NOMO　CUP）

その他活動
・地域活動
・講演会活動

　NOMOベースクラブは、野球を続
けたくても続ける環境がなく、チャ
ンスが与えられない選手にチャンス
を与え、プロ野球選手になってもら
うことが活動の基本です。一人でも
多くのプロ野球選手を豊岡から輩出
できるよう頑張ります。
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　同クラブの本拠地を本市に移
転することが決定し、昨年５月
31日に発表しました。中貝市長
は「皆さんを豊岡の一員として
迎えることをうれしく思いま
す。市民を挙げて歓迎し、応援
し、苦楽を共にしたい」とコメ
ントしました。

　１月８日、城崎大会議館（城
崎町湯島）内に事務所を開設し、
豊岡での活動が始まりました。
事務所開きには、市マスコット
「玄武岩の玄さん」が駆け付け、
同クラブの船出を祝いました。
選手は、城崎温泉の旅館で働い
ています。

　昨年10月20日、こうのとり
スタジアムでトライアウト（入
団テスト）が行われました。27
人が30m走や、野手は守備と打
撃、投手は投球の審査を受けま
した。将来、同クラブから豊岡
出身のプロ野球選手誕生が期待
されます。

70　清
し

水
みず

信
のぶ

英
ひで

（監督）
誕生日　1957年10月４日
出身地　大阪府
出身校等　興国高校̶新日鐵堺

71　杉
すぎ

山
やま

栄
えい

司
じ

（コーチ）
誕生日　1964年４月２日　
投・打　右投げ・両打ち　
出身校等　浪商高校̶大阪ガス

72　中
なか

尾
お

明
あき

生
お

（コーチ）
誕生日　1952年11月７日　
出身地　愛媛県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校等　拓殖大学̶近鉄バファ
　　　　　ローズ

１　妻
つま

鳥
どり

哲
てつ

也
や

（キャプテン・外野手）
誕生日　1991年５月13日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　平安高校　
身長・体重　178cm／75kg

２　山
やま

本
もと

　大
だい

（捕手）
誕生日　1993年３月31日　
出身地　鳥取県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　米子北高校
身長・体重　172cm／69kg

３　津
つ

門
と

尚
しょう

吾
ご

（内野手）
誕生日　1994年５月27日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　大阪学芸高校
身長・体重　177cm／97kg　

４　藤
ふじ

野
の

友
とも

彰
あき

（内野手）
誕生日　1995年１月16日　
出身地　岡山県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　玉野光南高校
身長・体重　168cm／61kg

５　杉
すぎ

　直
なお

道
みち

（内野手）
誕生日　1990年11月24日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・左打ち　
出身校　創造学園高校̶三重中京大学
身長・体重　170cm／73kg

６　河
かわ

原
はら

亨
りょう

彰
しょう

（内野手）
誕生日　1992年５月19日　
出身地　愛媛県　　
投・打　右投げ・左打ち　
出身校　済美高校　
身長・体重　172cm／65kg

７　白
しら

井
い

優
ゆう

馬
ま

（外野手）
誕生日　1990年９月２日
出身地　兵庫県
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　社高校̶大阪商業大学　
身長・体重　181cm／75kg　

NOMOベースボールクラブ　選手・スタッフ紹介
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　１月20日、県立但馬ドーム（日高
町名色）で少年野球教室を開催し
ました。同クラブの地域住民との
交流イベントは初めて。野茂代表
理事も参加し、市内の小学生約
260人の指導に当たりました。

　３月９日のスポーツ座談会で
は、野茂代表理事と清水監督の
出会いや本拠地を豊岡に決めた
いきさつ、豊岡市の印象などを
語りました。最後は、同クラブ
のオリジナルグッズや野茂代表
理事のサイン入りボールが当た
る大抽選会で盛り上がりました。

　３月９日、同クラブの選手全
員がそろって初めての少年野球
教室を県立但馬ドームで開催。
市内小学生約70人が指導を受け
ました。児童から「トルネード
投法を見せて」とのリクエスト
があり、選手が野茂代表理事の
前で披露していました。

９　前
まえ

田
だ

拓
たく

也
や

（外野手）
誕生日　1990年８月１日　
出身地　大阪府　　
投・打　左投げ・左打ち　
出身校　神戸弘陵̶大阪学院大学
身長・体重　170cm／65kg　

11　濱
はま

田
だ

裕
ゆう

也
や

（投手）
誕生日　1990年５月25日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　尽誠学園高校̶大阪商業大学
身長・体重　173cm／80kg　

13　門
かど

　明
あき

仁
ひと

（投手）
誕生日　1990年７月５日　
出身地　長崎県　　
投・打　右投げ・左打ち　
出身校　島原中央高校̶九州産業大学
身長・体重　189cm／90kg

14　愛
あい

敬
きょう

雅
まさ

大
ひろ

（投手）
誕生日　1990年７月１日　
出身地　愛知県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　犬山南高校̶三重中京大学
身長・体重　180cm／78kg　

15　金
かね

田
だ

博
ひろ

士
ひと

（投手）
誕生日　1990年４月３日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・左打ち　
出身校　近畿大学付属高校̶奈良
　　　　産業大学
身長・体重　177cm／80kg　

16　小
お

原
はら

徹
てつ

也
や

（投手）
誕生日　1989年２月24日　
出身地　鳥取県　　
投・打　右投げ・左打ち　
出身校　関西高校̶関西外国語大学
身長・体重　177cm／70kg　

17　福
ふく

島
しま

大
だい

輝
き

（投手）
誕生日　1989年12月31日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　平安高校　
身長・体重　182cm／76kg

18　滝
たき

澤
ざわ

知
とも

輝
き

（投手）
誕生日　1988年３月15日　
出身地　北海道　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　日本大学高等学校̶日本大学
身長・体重　182cm／78kg　

19　原
はら

　辰
たつ

徳
のり

（投手）
誕生日　1990年５月５日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　布施高校̶京都学園大学
身長・体重　178cm／72kg

20　河
こう

野
の

大
だい

樹
き

（内野手）
誕生日　1991年３月９日　
出身地　大阪府　　
投・打　右投げ・両打ち　
出身校　上宮太子高校̶三重中京大学
身長・体重　178cm／78kg　

NOMOベースボールクラブ　選手・スタッフ紹介
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21　吉
よし

元
もと

俊
しゅん

介
すけ

（投手）
誕生日　1994年６月２日　
出身地　奈良県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　益田東高校　
身長・体重　190cm／77kg

24　伊
これ

久
ひさ

貴
たか

浩
ひろ

（外野手）
誕生日　1992年３月19日　
出身地　岡山県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　倉敷鷲羽高校̶関西メディ
　　　　カルスポーツ学院
身長・体重　180cm／75kg　

25　山
やま

田
だ

恭
きょう

平
へい

（外野手）
誕生日　1990年12月23日　
出身地　大阪府
投・打　右投げ・左打ち　
出身校　上宮高校̶甲賀健康医療
　　　　専門学校
身長・体重　172cm／71kg

26　神
かん

野
の

耀
よう

一
いち

（投手）
誕生日　1991年８月27日　
出身地　兵庫県　　
投・打　左投げ・左打ち　
出身校等　市立尼崎高校̶京都ジャス
　　　　　ティスベースボールクラブ
身長・体重　187cm／84kg

27　宮
みや

崎
ざき

　陵
りょう

（捕手）
誕生日　1990年12月17日　
出身地　福岡県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　福岡西陵高校̶福岡大学
身長・体重　175cm／76kg

29　藤
ふじ

野
の

浩
こう

介
すけ

（内野手）
誕生日　1987年６月25日　
出身地　兵庫県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　立正大学淞南高校̶富士大学
身長・体重　178cm／72kg　

33　遠
とお

塚
つか

浩
ひろ

希
き

（内野手）
誕生日　1989年１月３日　
出身地　滋賀県　　
投・打　右投げ・右打ち　
出身校　三重中京大学
身長・体重　185cm／92kg

47　坂
さか

井
い

信
のぶ

彦
ひこ

（投手）
誕生日　1990年12月20日
出身地　兵庫県　
投・打　左投げ・左打ち　
出身校　大阪高校̶大阪電気通信大学
身長・体重　186cm／72kg　

NOMOベースボールクラブ　選手・スタッフ紹介

NOMOベースボールクラブスケジュール（３月以降・予定変更あり）
月 日 曜日 時間 区分 場所 予定

3 20 水 12：00 大会 高砂市野球場 兵庫県社会人野球春季大会
（3/20～23、26）

28 木 13：00 オープン戦 仏教大学グラウンド 仏教大学

4

1 月 13：00 オープン戦 植村直己記念スポーツ公園野球場 大阪産業大学
5 金 13：00 オープン戦 京都学園大学グラウンド 京都学園大学
6 土 13：00 オープン戦 植村直己記念スポーツ公園野球場 NSBベースボールクラブ
7 日 13：00 オープン戦 植村直己記念スポーツ公園野球場 未定
14 日 13：00 オープン戦 大阪学院大学グラウンド 大阪学院大学
22 月 11：00 オープン戦 こうのとりスタジアム 甲賀健康医療専門学校
26 金 12：00 公式戦 神戸総合運動公園 第84回都市対抗野球兵庫１次予選

5

2 木 未定 公式戦 未定 〃
3 金・祝 未定 公式戦 未定 〃
4 土・祝 未定 公式戦 未定 〃
7 火 未定 公式戦 未定 〃

※スケジュールの詳細は、ホームページをご覧ください。〔http://nomo-baseball-club.com/〕

「ＮＯＭＯベースボールクラブ｣を
但馬のみんなで応援しよう！
ただ今、但馬後援会会員募集中

【選手勤務先（50音順）】

◇会費（年間）　個人１人3,000円、法人１口30,000円
《申込み・問合せ》但馬後援会事務局（城崎温泉観光協会内）
　　　　　　　　  ☎ 32-3663（9：00～17：00）　
　　　　　　　　  メールアドレス　nbctajima@gmail.com

いちだや、大江戸温泉物語きのさき
お宿 芹、川口屋城崎リバーサイドホテル
小林屋、しののめ荘、泉翠、泉都
千年の湯古まん、つばきの旅館
ときわ別館、西村屋招月庭、西村屋本館
花のれん、ホテル金波楼、山本屋

※氏名横の数字は背番号
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◆
目
的

　

創
造
と
交
流
、
発
信
の
国
際
的

な
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
城

崎
温
泉
の
魅
力
と
ア
ー
ト
の
相
乗

作
用
に
よ
っ
て
新
た
な
付
加
価
値

を
生
み
だ
し
、
城
崎
と
豊
岡
市
全

体
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス（
A
I
R
）を
中
心
と
し

て
、
国
内
外
か
ら
の
滞
在
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
の
地
域
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
発
表
や
展
示
、
ア
ー
ト
情

報
の
収
集
と
発
信
、
ア
ー
ト
と
出

会
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
な
ど
、

創
造
性
の
高
い
空
間
を
生
み
出
し
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ま
ち

「
城
崎
」を
広
く
発
信
し
ま
す
。

【
参
考
】
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス（Artist-in

-residence　

program

）

　

各
種
の
芸
術
制
作
を
行
う
人

物
＝
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
一
定
期

間
あ
る
地
域
に
招
へ
い
し
、
作

品
制
作
の
環
境
を
提
供
す
る
事

業
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
国
や
地

域
、
文
化
の
違
い
を
越
え
、
異

な
る
文
化
・
歴
史
の
中
で
の
暮

ら
し
や
、
現
地
の
人
々
と
の
交

流
を
通
し
て
、
新
た
な
創
作
の

糧
と
し
て
い
く
。

◆
目
標

短
期
目
標　

集
客
・
誘
客（
ア
ー

　

ト
の
ま
ち
と
し
て
国
内
外
の
新

し
い
客
層
を
開
発
）

中
期
目
標　

人
材
育
成（
地
域
交

　

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
り
創
造

的
な
人
材
を
育
成
）

長
期
目
標　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立（
個
性
的
で
芸
術
性
・
国
際

性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
）

◆
基
本
理
念

　兵庫県から移譲を受けた旧城崎大会議館を活用して、コンベンション機能を維持しながら、豊
岡・城崎の持つ魅力を最大限に生かした芸術文化の創造拠点「（仮称）城崎国際アートセンター」
を整備し、まちのイメージアップと活性化を図るための基本計画を策定しました。

《問合せ》生涯学習課豊岡市民プラザ☎24-3000

小さな世界都市 豊岡=創造都市

創造
地域の魅力を
生かした芸術
文化の国際的
拠点となる

交流
AIRによって国境を
越え多様な人が出
会い、交流し、まち
の活力を増進させる

発信
AIRで生まれたアー
ト作品や取組み、
個性的なまちづくりを
国内外へ発信する

城崎国際アートセンター基本計画を
策定しました

設
置
の
目
的
と
目
標

基
本
理
念
と
基
本
方
針

▲イメージコラージュ
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◆
三
つ
の
事
業

A
I
R
事
業　

国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
滞
在
し
、
出
会
い
や
交

流
を
通
じ
て
創
造
力
を
高
め
て

い
く

自
主
事
業　

文
化
芸
術
活
動
の
振

興
、
人
材
の
発
掘
育
成
、
創
造

都
市
豊
岡
を
目
指
す

貸
館
事
業　

大
ホ
ー
ル
、
各
種
ス 

タ
ジ
オ
の
貸
し
出
し
に
よ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
サ
ポ
ー
ト
と
市
民
の

活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

◆
運
営
の
基
本
方
針

⑴
A
I
R
事
業

　

城
崎
に
潜
在
す
る
豊
か
で
多
様

な
文
化
資
源
と
ま
ち
の
個
性
が

ア
ー
ト
と
出
会
い
、
新
た
な
交
流

と
創
造
を
生
み
出
す
。
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ（
ダ
ン
ス
・
演
劇
）

の
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
は
希
少
で
あ

り
、
大
ホ
ー
ル
と
各
種
ス
タ
ジ
オ
、

宿
泊
施
設
を
兼
ね
備
え
た「（
仮

称
）城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

は
国
内
で
も
画
期
的
な
A
I
R
施

設
と
な
る
。
メ
イ
ド
・
イ
ン
城
崎

の
優
れ
た
芸
術
作
品
が
国
内
外
に

発
信
さ
れ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。

①「
T
O
Y
O
O
K
A　

A
I
R

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
公
募
審
査
制
）

　

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ（
美
術
な
ど
）の

各
部
門
で
審
査
す
る
。

②
発
表
支
援
・
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
公
募
審
査
制
）

　

意
欲
的
な
芸
術
表
現
を
試
み
、

活
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
る

国
内
外
の
芸
術
家（
団
体
）な
ど
に

制
作
の
場
を
提
供
し
、
成
果
発
表

を
共
催
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

⑵
自
主
事
業「
ま
ち
と
人
を
ア
ー

ト
で
育
て
る
」

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ（
出
か
け
て
行

く
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
招
き
入

れ
る
）事
業
等
に
よ
り
、
A
I
R

施
設
へ
の
住
民
理
解
を
進
め
、
地

域
へ
の
定
着
を
図
る
。

①
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交

流
事
業
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
。
ま
ち
な
か
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
発

表
・
展
示
な
ど
に
よ
り
、
芸
術
発

信
と
地
域
還
元
を
図
る
。

②
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

小
・
中
・
高
等
学
校
と
連
携
・

協
力
し
、
先
駆

的
な
次
世
代
育

成
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
。

③
大
ホ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
た
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
の
発
表
公
演

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
来
訪
を
機
に

公
演
を
企
画
し
、
住
民
や
観
光
客

に
提
供
す
る
。

④
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

発
信
・
交
流
・
地
域
の
活
性
化

を
ね
ら
い
と
し
て
、
ま
ち
ぐ
る
み

の
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

す
る
。

⑤
カ
フ
ェ
・
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ョ
ー

イ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
営

　

滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
も
観み

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
立
ち
寄
り
・
憩
い
の

場
を
作
る
。

文化力
城崎温泉の風土には
ぐくまれる芸術文化
創造の国際的拠点

小さな世界都市

｜創造都市豊岡 ｜

〈事業の相乗効果〉

観光
アートが新たな
魅力となり交流
人口増加

人材育成
アーティストとの交流や
芸術に触れることで創
造力豊かな人材を育成

事
業
の
構
成
と
内
容

つくる
・AIR
・市民による創作活動
・アーティストと市民の協働に
　よる創作活動

つなぐ
・アーティストと市民、観光客が交流
する場・プログラムの提供

・学校、福祉施設、文化施設など市内
機関との連携

・国内外のアートセンターとの連携
・地域住民の交流の場

そだてる
・学校教育と連携したプログラム
の提供
・ワークショップ、アウトリーチ

にぎわう
・旅館宿泊客、観光客をターゲットにし
たプログラムの提供
・まち全体を巻き込んだイベントの実施
・アーティスト、アートコーディネー
ターなど、創造性を持った人材の誘致

AIRの基盤
ぬくもる



（表１）
区　　分 予　算　額 前年度比

一般会計 457億1,113万円 △7.2％
特別会計 187億7,764万円 ＋1.8％
国民健康保険事業（事業勘定） 93億6,601万円 ＋1.4％
国民健康保険事業（直診勘定） 8,900万円 ＋10.2％
後期高齢者医療事業 9億7,390万円 ＋2.7％
介護保険事業 80億2,035万円 ＋2.5％
診療所事業 2億5,990万円 △2.4％
霊苑事業 4,772万円 △14.3％
宅地事業 1,752万円 △46.2％
管理会財産区 324万円 △6.2％

企業会計 127億3,332万円 ＋0.9％
水道事業 37億9,817万円 △13.1％
下水道事業 87億7,286万円 ＋8.6％
農業共済事業 1億6,229万円 △4.9％

合　　　計 772億2,209万円 △3.8％

会計別予算一覧一般会計・目的別予算の内訳（歳入）

歳入
依存財源
（68.0％）
依存財源
（68.0％）

地方交付税
176億円（38.5％）
地方交付税
176億円（38.5％）

諸収入
16億3,041万円（3.6％）

諸収入
16億3,041万円（3.6％）

市税
98億7,500万円
（21.6％）

市税
98億7,500万円
（21.6％）

国庫支出金
32億511万円
（7.0％）

国庫支出金
32億511万円
（7.0％）

地方消費税交付金
8億4,879万円（1.8％）
地方消費税交付金
8億4,879万円（1.8％）
県支出金
24億7,203万円
（5.4％）

県支出金
24億7,203万円
（5.4％）

地方譲与税3億5,766万円（0.8％）地方譲与税3億5,766万円（0.8％）

その他1億8,708万円（0.4％）その他1億8,708万円（0.4％）
分担金および負担金5億1,806万円（1.1％）分担金および負担金5億1,806万円（1.1％）

繰入金13億8,306万円（3.0％）繰入金13億8,306万円（3.0％）
使用料および手数料10億3,852万円（2.3％）使用料および手数料10億3,852万円（2.3％）

その他2億6,361万円（0.6％）その他2億6,361万円（0.6％）

市債
63億3,180万円
（13.9％）

市債
63億3,180万円
（13.9％）

自主財源
（32.0％）
自主財源
（32.0％）

（グラフ１）
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平成25年度 豊岡市予算

　皆さんが納める税金や国・県からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用され
るのかを紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《問合せ》財政課☎21-9014

予

算
の
概

要

一
般
会
計
は

4
5
7
億
1
1
1
3
万
円

　

平
成
25
年
度
の
予
算（
表
1
参

照
）は
、一
般
、特
別
、企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
12
会
計
の
総
額
が

7
7
2
億
2
2
0
9
万
円
、
前
年

度
と
比
べ
3
・
8
％
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の

予
算
額
は
、
4
5
7
億
1

 

1

 
1
 3 

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
7
・
2

％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
り
、

3
月
補
正
予
算
に
前
倒
し
し
た
分

を
合
わ
せ
た
実
質
的
予
算
総
額
は
、

7
8
9
億
4

 
6
 2 

0
万
円
で
、
対
前

年
度
比
1
・
7
％

減
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
限
り
あ
る
貴

重
な
財
源
を
総
合
計
画
に
定
め
る

五
つ
の
分
野
の
実
現
に
つ
な
が
る

よ
う
予
算
付
け
を
行
い
、「
大
交
流

の
実
現
」と「
四
つ
の
危
機
に
立
ち

向
か
う
」た
め
の
戦
略
を
展
開
し
、

人
口
減
少
下
に
お
け
る
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
の
実
施
で
、

定
員
適
正
化
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
約
6
億
2
4
7
2
万
円
の
効

果
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
債
残
高
は
1
3
4
8
億
円

　

市
債（
借
入
金
）は
、
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備（
道

路
・
学
校
な
ど
の
整
備
）に
活
用

し
ま
す
。
ま
た
、
市
債
に
は
、
将

来
的
に
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の

方
に
も
返
済
を
負
担
し
て
も
ら
う

と
い
う
、
世
代
間
の
公
平
を
図
る

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
の
市
債
残
高

（
表
2
参
照
）は
、
一
般
会
計
分
が

約
6
4
8
億
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
0
・
2
％
増
と
な
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
に
特
別
・
企
業
の
全
て

の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債
残
高
は
、

1
3
4
8
億
円
、
前
年
度
と
比
べ

1
・
5
％
減
と
な
る
見
込
み
で
、

市
民
1
人
当
た
り〔
平
成
25
年
2

月
1
日
現
在
人
口
8
万
7
3
4
5

人
〕に
す
る
と
約
1
5
4
万
円
に

な
り
ま
す
。

基
金
残
高
は
1
5
4
億
円

　

平
成
25
年
度
末
の
基
金
の
残
高

（
表
3
参
照
）は
、
財
政
調
整
基
金

（表２）
会　計 市債残高
一　般 648億円
特　別 ４億円
企　業 696億円
合　計 1,348億円

市民 1人当たり 154万円
（平成25年度末見込み）

市債残高

平成25年度豊岡市予算（案）がまとまりました
～危機に立ち向かい、「小さな世界都市」に向けて、果敢に、大胆に、挑戦を続ける～

12会計 総額で772億円



一般会計・目的別予算の内訳（歳出）一般会計・歳出の性質別内訳

歳出

民生費
110億1564万円（24.1％）
民生費
110億1564万円（24.1％）

公債費
71億8,424万円
（15.7％）

公債費
71億8,424万円
（15.7％）

総務費
58億3,426万円
（12.8％）

総務費
58億3,426万円
（12.8％）

土木費
50億1,796万円
（11.0％）

土木費
50億1,796万円
（11.0％）

教育費
49億3,177万円
（10.8％）

教育費
49億3,177万円
（10.8％）

商工費
24億1,217万円
（5.3％）

商工費
24億1,217万円
（5.3％）

諸支出金4億9,142万円（1.1％）諸支出金4億9,142万円（1.1％）
農林水産業費
12億7,595万円（2.8％）
農林水産業費
12億7,595万円（2.8％）
消防費
17億3,273万円
（3.8％）

消防費
17億3,273万円
（3.8％）

衛生費
48億4,495万円（10.6％）
衛生費
48億4,495万円（10.6％）

議会費2億9,252万円（0.6％）議会費2億9,252万円（0.6％）
労働費2億7,712万円（0.6％）労働費2億7,712万円（0.6％）
予備費4億40万円（0.8％）予備費4億40万円（0.8％）

人件費（18.4％） ………… 84億2,350万円
　市長、議員、職員などの給料や諸手当など

義務的経費（28.7％）………131億741万円
　扶助費や公債費などの支出が義務付けられ、
　任意に削減できない経費

投資的経費（13.2％）…………60億437万円
　道路、公園、その他施設の建設などの整備に要
　する経費

一般行政経費（38.9％）…177億7,545万円
　施設の維持管理費や補助金、特別会計への繰　
　出金などの経費

その他（0.8%）…………………4億40万円
　予備費

（グラフ３） （グラフ２）
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な
ど
全
て
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
、

1
5
4
億
3
4
3
4
万
円
、
前
年

度
と
比
べ
5
・
1
％
減
と
な
る
見

込
み
で
、
市
民
1
人
当
た
り
に
す

る
と
約
17
万
7
千
円
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

市
税
は
1
・
5
％
増

地
方
交
付
税
も
1
・
7
％
増

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、
他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、国
県
支
出
金
、市
債
な
ど
が

歳
入
の
68
・
0
％
を
占
め
る
極
め

て
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳（
グ
ラ
フ
1
参
照
）で
、
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最
小
限

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お
金
）は
、

1
7
6
億
円
で
、
全
体
の
38
・
5

％
を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
と
比

べ
1
・
7
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税

は
、
98
億
7
5
0
0
万
円
、
歳
入

全
体
の
21
・
6
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
市
町
村
た
ば
こ
税
の
県
か
ら

の
一
部
移
譲
や
、
入
湯
税
の
増
収

予
想
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
1
・
5
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
な
ど
の
た
め

に
借
り
入
れ
る
市
債
を
63
億
円
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、前
年
度
と
比
べ

36
・
4
％
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、新
庁
舎
建
設
や
但

馬
空
港
周
辺
整
備

な
ど
大
規
模
事
業

に
一
通
り
め
ど
が

付
い
た
た
め
で
す
。

一
般
会
計
・
歳
出

民
生
費
に

1
1
0
億
1
5
6
4
万
円

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳（
グ

ラ
フ
2
参
照
）で
最
も
多
い
も
の

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

充
実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
で
、

1
1
0
億
1
5
6
4
万
円
、
全
体

の
24
・
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
借
金
返
済
に
充
て
る
公
債
費

が
71
億
8
4
2
4
万
円
で
15
・
7

％
、
総
務
費
が
58
億
3
4
2
6
万

円
で
12
・
8
％
と
、
高
い
数
値
で

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

と「
大
交
流
」、そ
し
て
そ
れ
ら
を
支

え
る
戦
略
に
関
す
る
予
算
は
、21
億

9
5
1
3
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
3
参
照
）、
人
件
費
は
84

億
2
3
5
0
万
円
、
前
年
度
と
比

べ
3
・
7
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
1
3
1
億
7 

4
1
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
0
・

1
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
60
億
4 

3
7
万
円
、前
年
度
と
比
べ
39
・
5

％
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
新
庁
舎
建
設
や
但
馬
空
港

周
辺
整
備
な
ど
の
め
ど
が
付
い
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
経
常
収

支
比
率（
注
1
）は
90
・
0
％
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
の

健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

（
注
2
）は
17
・
9
％
と
な
り
、
国

の
定
め
る
水
準

の
18
％
を
下
回

る
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

※
注
1
…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標

※
注
2
…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標
で
連
結
決
算
の

考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

（表３）
基　金 基金残高
財政調整 53億円
特定目的 90億円
定額運用 ４億円
特別会計 ７億円
合　計 154億円

市民１人当たり 17万7千円
（平成25年度末見込み）

基金残高
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平成25年度 豊岡市予算

安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

□
防
災
行
政
無
線
統
合
操
作
シ
ス

テ
ム
の
構
築　
5
2
9
2
万
円

　
合
併
前
に
整
備
し
た
豊
岡
、
城

崎
、
日
高
、
出
石
そ
れ
ぞ
れ
の
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
統
合
操

作
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

□
学
校
施
設（
幼
稚
園
含
む
）の
改

修
事
業　
　
　
6
3
5
0
万
円

　
老
朽
化
し
た
施
設
設
備
の
緊
急

を
要
す
る
修
理
お
よ
び
改
修
を
行

い
ま
す
。

□
日
高
防
災
公
園
の
整
備

1
億
1
5
0
0
万
円

　
日
高
地
域
の
旧
蚕さ
ん

業ぎ
ょ
う

技
術
セ
ン

タ
ー
跡
地（
日
高
町
祢
布
）に
防
災

公
園
を
整
備
し
ま
す
。

□
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ

　
ム
の
構
築　
　
　
2
0
5
万
円

　
市
の
戸
籍
正
本
デ
ー
タ
と
管
轄

法
務
局
の
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
の
同

時
消
滅
を
防
止
す
る
た
め
、
戸
籍

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

□
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
構

　
想
の
推
進　
　
1
2
4
2
万
円

　
歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
を
基
本
と

し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
を

発
信
し
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
、

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
、

健
康
ク
ラ
ウ
ド
整
備
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

□
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備

7
3
4
0
万
円

　
但
馬
の
産
科
を
守
り
、
ハ
イ
リ

ス
ク
の
妊
娠
、
胎
児
、
新
生
児
に

対
応
す
る
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー

を
豊
岡
病
院
に
整
備
す
る
た
め
の

負
担
金
を
拠
出
し
ま
す
。

□
救
急
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

1
8
2
万
円

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
、
救

急
時
に
必
要
な
情
報
を
特
定
の
場

所
に
保
管
す
る
救
急
情
報
キ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。

□
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
の
充
実

4
4
5
2
万
円

　
障
害
者
の
相
談
支
援
事
業
所
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
の
虐
待
防
止
や
早
期
発
見
、
関

係
機
関
等
と
の
協
力
体
制
、
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
対
策

　
事
業　
　
　
　
1
4
9
7
万
円

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
保
全
を

進
め
る
た
め
、
生
息
地
保
全
管
理

作
業
員
を
新
た
に
配
置
し
、
市
内

湿
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
向
上

を
図
り
ま
す
。

□
加
陽
湿
地
拠
点
整
備
事
業

3
6
3
万
円

　
国
土
交
通
省
に
よ
る
自
然
再
生

事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
は
閉
鎖
型
湿
地
部
分

の
管
理
に
関
わ
り
、
加
陽
湿
地
を

中
心
と
し
た
新
た
な
拠
点
の
夢
を

描
く「
加
陽
湿
地
整
備
・
管
理
計

画
」を
策
定
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
‐
ひ
ょ

　
う
ご
豊
岡
モ
デ
ル
‐
検
証
事
業

4
2
1
万
円

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
核
に

進
め
ら
れ
て
き
た
多
岐
に
わ
た
る

取
組
み
を
、
総
合
的
に
評
価
・
検

証
し
、「
ひ
ょ
う
ご
豊
岡
モ
デ
ル
」

と
し
て
形
に
ま
と
め
ま
す
。

□
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
共
同
研
究

1
0
0
万
円

　
昔
の
生
活
の
知
恵
か
ら
未
来
の

豊
か
な
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
出
し
、
そ
こ
か

ら「
豊
岡
ら
し
さ
」を
生
か
し「
豊

岡
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」を
創
造
、

実
行
す
る
調
査
・
研
究
を
東
北
大

学
と
共
同
で
進
め
ま
す
。

□
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
推
進　

　
　
　
　
　
　
6
1
0
8
万
円

　
地
域
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
実

現
を
目
指
し
、
公
共
施
設
に
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
の
熱
効
率
を
確
保
し
ま
す
。

持
続
可
能
な「
力
」を

高
め
る
ま
ち

□
観
光
事
業
の
推
進

1
億
6
6
2
万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
た

効
果
的
な
広
告
宣
伝
や
情
報
発
信
、

国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
、
メ
デ

ィ
ア
・
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
集
客
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支

援
な
ど
に
よ
り
観
光
客
の
誘
致
・

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
定
め
る
多
く
の
施
策
の
実
現
の
た
め
、
税
金
や
行
政

改
革
な
ど
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
限
り
あ
る
貴
重
な
財
源
を
、
防
災
・

福
祉
・
環
境
・
商
工
・
観
光
・
教
育
な
ど
各
分
野
に
わ
た
り
、そ
の
礎

い
し
ず
え

を
構
築
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
計
画
し
て
い
る
事
業
・
施
策（
案
）の
う
ち
、
新
規
・

拡
大
事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
主
な
事
業（
案
）

▲観光事業の推進（ことりっぷ） ▲周産期医療センターの整備（公立豊岡病
院）

▲歩いて暮らすまちづくり構想の推進（竹
野浜潮風浴歩キングコース）
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朽
度
調
査
を
行
い
ま
す
。

□
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

4
億
8
4
1
0
万
円

　
安
全
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供

の
た
め
、出
石
施
設
の
改
築
、豊
岡

施
設
の
炊
飯
施
設
の
増
築
、
日
高

施
設
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調

理
室
の
増
築
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

□
出
石
永
楽
館
歌
舞
伎
の
開
催

4
8
6
3
万
円

　
文
化
都
市
豊
岡
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
市
外
か
ら
の
交
流
人
口
拡

大
を
図
り
ま
す
。

□
文
化
財
保
護
事
業2

0
7
2
万
円

　
旧
中
和
家
住
宅
の
活
用
に
向
け

た
保
存
修
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
港
西
小
学
校
夜
間
照
明
改
修
工

　
事　
　
　
　
　
　
9
0
0
万
円

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
図
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
港
西
小
学
校

の
夜
間
照
明
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

□
奥
山
地
区
地
域
再
生
拠
点
等
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

3
6
0
0
万
円

　「
出
石
町
奥
山
地
区
」の
地
域
資

源
を
活
用
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
増
や
将
来
的
定
住
人
口

増
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指

□
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
の
開
校

6
7
2
万
円

　
就
農
意
欲
の
高
い
若
者
に
生
産

技
術
力
、
経
営
管
理
能
力
、
お
よ

び
環
境
創
造
型
農
業
を
習
得
し
て

い
た
だ
き
、
将
来
の
独
立
自
営
就

農
ま
た
は
雇
用
就
農
に
つ
な
げ
ま

す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
推
進

1
1
0
4
万
円

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
普
及

拡
大
の
た
め
、
市
内
の
水
稲
栽
培

農
家
全
戸
を
対
象
に
意
向
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
5

集
落
を
対
象
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
集
落
ま
る
ご
と
事
業
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
大
豆
の
普
及
拡
大
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

□
特
産
物
振
興
対
策 

1
8
5
万
円

　
黒
大
豆
に
加
え
て
朝
倉
さ
ん
し

ょ
の
産
地
形
成
を
図
る
た
め
、
助

成
を
行
い
ま
す
。

□
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

3
4
7
万
円

　
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
た
組
織
に
対
し
、
プ
ラ
ン

作
成
支
援
費
を
交
付
し
ま
す
。

□
生
産
調
整
の
推
進 

2
0
0
万
円

　
米
の
需
給
調
整
を
推
進
す
る
た

め
、
需
給
調
整
米
の
生
産
性
向
上

へ
の
取
組
み
に
対
し
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

し
、
併
せ
て
集
落
機
能
の
持
続
を

図
り
ま
す
。　

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て

□
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

　
中
継
へ
の
取
組
み 

2
1
8
万
円

　
対
話
と
共
感
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
議
会
の
様
子
を

9
月
議
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
イ
ブ
中
継
で
公
開
し
ま
す
。

□
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
の
検
討　
　
　
1
6
7
万
円

　
地
域
ご
と
の
課
題
を
地
域
内
で

解
決
で
き
る
新
た
な
組
織
や
活
動

拠
点
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
市

民
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
て
検

討
を
進
め
、「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
あ
り
方
実
施
計
画
」を
策
定

し
ま
す
。

□
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
策
定
に

向
け
て
の
取
組
み 

4
0
0
万
円

　
行
政
改
革
を
徹
底
的
に
推
進
し

ま
す
。
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る

た
め
、
行
動
観
察
手
法
を
用
い
た

職
員
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

□
新
庁
舎
の
建
設

7
億
7
2
1
6
万
円

　
8
月
の
開
庁
に
向
け
て
、
建
築

工
事
や
設
備
工
事
の
7
月
25
日
完

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

場
や
屋
外
整
備
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
城
崎
系
但
馬
牛
P
R
事
業19

万
円

　
希
少
系
統
と
な
っ
て
い
る
城
崎

系
但
馬
牛
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
旗
等
を

作
成
し
、
広
く
P
R
を
行
い
ま
す
。

□
畜
産
飼
育
支
援　
　
　
68
万
円

　
繁
殖
和
牛
農
家
が
一
定
の
休
暇

を
取
得
す
る
際
に
、
ヘ
ル
パ
ー
導

入
に
よ
る
補
助
支
援
を
行
い
ま
す
。

□
ヤ
マ
ビ
ル
防
除
対
策　
26
万
円

　
ヤ
マ
ビ
ル
の
拡
散
を
抑
制
す
る

た
め
、
防
除
薬
剤
を
配
布
し
ま
す
。

□
Wウ
ィ
ーe
ぷ
ら
ざ
、
江
原
駅
東
西
駐

車
場
の
改
修　
1
3
5
0
万
円

　
J
R
江
原
駅
の
東
西
を
結
ぶ

W
e
ぷ
ら
ざ
は
、
劣
化
が
著
し
い

広
場
部
分
を
改
修
し
、
東
西
駐
車

場
も
補
修
し
ま
す
。

□
都
市
公
園
の
整
備
等

8
2
2
0
万
円

　
東
山
公
園
の
繁
茂
し
た
樹
木
の

伐
採
と
展
望
台
の
修
繕
、
神
武
山

公
園
の
旧
水
道
タ
ン
ク
の
撤
去
と

跡
地
の
公
園
整
備
を
行
い
ま
す
。

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

□
学
校
施
設
老
朽
度
調
査
の
実
施

1
7
5
0
万
円

　
建
物
の
長
寿
命
化
で
コ
ス
ト
低

減
を
図
り
、
計
画
的
に
老
朽
化
対

策
を
行
う
た
め
、
既
存
施
設
の
老

▲新庁舎の建設（建設中の新庁舎） ▲出石永楽館歌舞伎の開催 ▲コウノトリ育む農法の推進
（コウノトリ育むお米）



市
政
の
動
き

　  

3
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

3
月
1
日
、
平
成
25
年
第
1
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　
地
球
環
境
大
賞
の
審
査
委
員
特

別
賞
受
賞
や「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」へ

の
城
崎
温
泉
な
ど
の
掲
載
、
六
方

川
排
水
機
場
竣
工
に
つ
い
て
報
告

し
た
後
、
提
出
議
案
を
説
明
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
予
算
の
ね
ら
い

　
危
機（
①
災
害
②
地
域
経
済
衰

退
③
財
政
悪
化
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

崩
壊
）に
立
ち
向
か
い
、「
小
さ
な

世
界
都
市
」実
現
に
向
け
、
果
敢

に
、
大
胆
に
、
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

　
ま
た
、
高
い
自
治
の
気
概
と
優

れ
た
自
治
能
力
を
持
つ
ま
ち
、
歩

い
て
暮
ら
す
健
康
な
ま
ち
、
い
の

ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち
を
創

造
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て暮

ら
せ
る
ま
ち

　
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業
、

久く

田た

谷だ
に

川
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
統
合
操
作
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
指
定
避
難
所
の

地
区
集
会
施
設
の
耐
震
化
整
備
補

助
を
創
設
し
ま
す
。
住
宅
・
学
校

の
耐
震
改
修
を
促
進
し
、
被
災
時

の
戸
籍
消
滅
防
止
の
た
め
に
戸
籍

シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
ま
す
。　

　
新
た
に
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情

報
発
信
や
未
熟
児
養
育
医
療
費
助

成
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
の
節
目
年
齢
者
へ
の
発

行
を
実
施
し
ま
す
。

　
独
居
高
齢
者
等
に
救
急
情
報
キ

ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
生
活
支
援
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
対
策

を
進
め
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

エ
リ
ア
拡
大
を
目
指
し
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
の
検
証
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ

バ
レ
ー
」実
現
に
向
け
、
東
北
大

学
大
学
院
と
共
同
で
、「
豊
岡
型
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
」の
創
造
・
実
行

の
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
ま
き
ス
ト
ー
ブ
導
入
助
成
を
加

え
、
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

推
進
し
、
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

           
      

高
め
る
ま
ち

　
外
国
人
観
光
客
や
首
都
圏
・
中

京
圏
か
ら
の
誘
客
促
進
を
図
り
、

志
賀
直
哉
来
訪
1
0
0
周
年
、
山

陰
海
岸
国
立
公
園
指
定
50
周
年
記

念
事
業
も
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
若
者
の
就
農
に
つ

な
げ
る「
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
」開

設
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
普

及
拡
大
、
農
業
基
盤
整
備
を
行
い

ま
す
。
地
域
住
民
の
森
林
・
里
山

林
整
備
補
助
を
新
設
し
ま
す
。
竹

野
地
区
漁
港
施
設
改
修
、
田
結
漁

港
の
浚
渫
、「
津
居
山
か
に
」の
ブ

ラ
ン
ド
化
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
商
工
業
で
は
、
宵
田
商
店
街
活

性
化
事
業
や
南
庁
舎
別
館
利
活
用

事
業
等
に
よ
り
市
街
地
の
活
性
化

を
図
り
、
も
の
づ
く
り
企
業
等
へ

の
支
援
、
労
働
力
確
保
支
援
、
食

の
都
づ
く
り
、
環
境
経
済
事
業
拡

大
、
産
官
学
連
携
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
北
近
畿
自
動
車
道
関
係
の
地
籍

調
査
を
行
い
、
市
道
阿あ

金こ
ん

谷だ
に

轟と
ど
ろ
き線

な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
イ
ナ
カ
ー
や
コ
バ
ス
、
チ
ク
タ

ク
の
運
行
、
高
校
生
の
通
学
バ
ス

定
期
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

　
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
、

教
育
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、心
豊

か
な
人
材
育
成
を
図
り
、
郷
土
愛

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

　
歴
史
・
伝
統
や
香
り
高
い
優
れ

た
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
日
々

の
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
や
交
流
の
拠

点
づ
く
り
な
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
推
進
し
、
地
域
力
の
向

上
を
図
り
、お
互
い
を
支
え
合
う
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
や
地

域
力
再
生
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

　
豊
岡
地
域
で
は
、
玄
武
洞
公
園

を
活
用
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点

整
備
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
な

ど
の
取
組
み
を
さ
ら
に
強
く
国
内

外
に
情
報
発
信
し
、
地
域
の
活
性

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
城
崎
地
域
で
は
、
城
崎
総
合
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
、
外
国
人

向
け
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

無
電
柱
化
事
業
等
を
推
進
し
、「
日

本
一
ゆ
か
た
の
似
合
う
ま
ち
　
城

崎
温
泉
」を
情
報
発
信
し
ま
す
。

　
竹
野
地
域
で
は
、
海
・
川
・
山

を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り

参
加
体
験
型
・
滞
在
型
の
観
光
を

進
め
、
ジ
オ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
育

成
、
竹
野
ジ
オ
エ
リ
ア
拠
点
施
設

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
日
高
地
域
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

メ
ッ
カ
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

振
興
を
図
り
、「
兵
庫
・
神
鍋
高
原

ジ
オ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」を
開
催
し
、

道
の
駅「
神
鍋
高
原
」隣
接
地
に
新

温
泉
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
出
石
地
域
で
は
、
出
石
永
楽
館

を
活
用
し
て
文
化
の
向
上
と
地
域

の
活
性
化
を
図
り
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
保
存
事
業
を
進
め
、

奥
山
地
区
地
域
再
生
拠
点
等
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
但
東
地
域
で
は
、
但
東
花
公
園

を
中
心
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
り
、

交
流
人
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
た

ん
と
う〝
き
ず
な
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
ま
す
。

　
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
9
月
市
議
会
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
で

公
開
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

■
主
要
項
目

○
水
害
時
に
お
け
る
市
民
の

安
全
確
保
推
進
事
業

　
地
域
関
係
機
関
・
組
織
を
中
心

と
し
た（
仮
称
）市
民
安
全
確
保
推

進
会
議
を
設
け
、
安
全
確
保
行
動
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

　
規
制
区
域
・
基
準
の
設
定
権
限

の
市
長
へ
の
移
譲
を
受
け
、
設
定

の
考
え
方
を
統
一
す
る
た
め
に
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

○
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の

見
直
し
と
経
営
改
善

　
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
大

幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
26

年
度
予
算
・
決
算
か
ら
適
用
さ
れ

る
た
め
、
平
成
25
年
度
予
算
に
シ

ス
テ
ム
改
修
費
お
よ
び
導
入
支
援

業
務
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
効
果

的
な
経
営
改
善
を
進
め
ま
す
。

○
経
済
成
長
戦
略
の
推
進

　
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

と「
大
交
流
」の
実
現
の
二
つ
を
柱

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
の
実
現
に
向

け
て
、
環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る

仕
組
み
を
磨
き
、
広
げ
、
発
展
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
知
の
集

積
・
交
流
、
国
内
外
の
連
携
を
推

進
し
ま
す
。

　
大
交
流
は
、
大
交
流
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
目
標
達
成

に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

○
平
成
25
年
度
総
務
省「
若
手
企

　

業
人
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

 

の
実
施

　
大
都
市
圏
の
企
業
の
若
手
職
員

派
遣
を
受
け
、
地
域
の
活
性
化
と

地
方
と
大
都
市
圏
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
㈱
と

㈱
日
立
製
作
所
か
ら
、
各
1
人
の

派
遣
を
受
け
ま
す
。

○
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
本
拠
地
を
本
市
に
移
し
た

N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
但
馬
後
援
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

○
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業

　
N
H
K
番
組
情
報
誌「
N
H
K

ス
テ
ラ
」に
、「
川
崎
尚
之
助
の
ふ

る
さ
と
出
石
紀
行
」と
人
気
漫
画

家
・
ひ
う
ら
さ
と
る
さ
ん
に
よ
る

出
石
紹
介
の
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
津
若
松
市
と
の
交
流

事
業
を
行
い
ま
す
。

○
農
業
共
済
事
業
に
係
る

事
業
の
見
直
し

　
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
助

成
金
の
縮
減
・
廃
止
を
受
け
、
事

業
を
見
直
し
ま
す
。

○
カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ
ン

・
ス
ク
エ
ア
事
業

　
豊
岡
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が

事
業
用
地
等
を
取
得
し
、
建
物
改

修
整
備
の
実
施
設
計
に
着
手
さ
れ

ま
し
た
。

○（
仮
称
）ま
ち
な
か

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業

　
い
ち
ご
駐
車
場
用
地
を
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
や
イ
ベ
ン

ト
に
利
用
で
き
る
多
目
的
広
場
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

○
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
に
対
す
る

　

 

支
援

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
基
盤
部

分
の
維
持
経
費
や
老
朽
化
対
策
費
、

集
客
・
増
客
対
策
費
、
設
備
整
備

費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

○
神
鍋
線
上
限
2
0
0
円
バ
ス

社
会
実
験

　
利
用
者
数
は
目
標
以
下
で
し
た

が
、
一
定
の
成
果
と
地
域
・
事
業

者
の
強
い
要
望
が
あ
る
た
め
、
社

会
実
験
を
1
年
間
延
長
し
ま
す
。

○
過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
城
崎
・
竹
野
・
但
東
の
各
地
域

が
自
ら
実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○「
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方

 

　

計
画
」の
事
業
進
捗
状
況

　
港
認
定
こ
ど
も
園
の
工
期
を
6

月
末
ま
で
延
長
し
ま
す
。
近
畿
大

学
弘
徳
学
園
の
認
定
こ
ど
も
園
の

開
設
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
立
東
保
育
園
の
運
営

法
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
夢
へ
の
挑
戦
応
援
事
業（
夢
先
生
）

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
協
力
を

得
て
、
市
内
小
学
5
年
生
全
児
童

を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の

一
流
選
手
な
ど
に
よ
る「
夢
授
業
」

を
行
い
ま
す
。

○（
仮
称
）城
崎
国
際

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
城
崎
大
会
議
館
を
、
豊
岡
・
城

崎
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
機
能
を
有
す
る
芸
術
文
化
創

造
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定

　
3
月
末
に
計
画
策
定
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。

○
地
区
集
会
施
設
整
備
補
助

　
避
難
所
指
定
の
地
区
集
会
施
設

の
耐
震
化
整
備
を
補
助
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　
7
月
25
日
完
成
に
向
け
て
、
建

設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
8
月

に
健
康
福
祉
部
と
上
下
水
道
部
を

除
く
本
庁
部
署
を
移
転
し
ま
す
。

○
平
成
25
年
度
の
市
の
組
織
体
制

　
総
合
支
所
を
支
所
と
し
て
部
か

ら
課
に
変
え
、
政
策
調
整
部
に
位

置
付
け
ま
す
。支
所
に
は
3
係（
総

務
係
、
地
域
振
興
係
、
市
民
福
祉

係
）を
設
置
し
ま
す
。

○
事
務
事
業
評
価
か
ら

　
　
　
　
　

政
策
評
価
へ
の
転
換

　
事
後
評
価
か
ら
事
前
の
作
戦
評

価
へ
転
換
し
、
政
策
評
価
の
手
法

に
基
づ
く
事
務
改
善
・
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

○
平
成
25
年
度
の

災
害
時
職
員
配
備
体
制

　
災
害
時
の
職
員
配
備
体
制
を
見

直
し
、
本
庁
各
部
で
事
前
に
チ
ー

ム
編
成
を
し
、
チ
ー
ム
単
位
で
職

員
を
派
遣
し
ま
す
。
地
域
本
部
の

災
害
対
応
は
、
初
期
段
階
に
限
る

こ
と
と
し
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
は
支
所
長
が
行
い
ま
す
。

○（
仮
称
）朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備

　
公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、
地
権

者
の
施
工
同
意
が
得
ら
れ
次
第
設

計
業
務
に
入
り
ま
す
。

○
婚
活
事
業
へ
の
支
援

　（
仮
称
）世
話
焼
き
結
婚
相
談
員

な
ど
の
婚
活
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定

　
検
討
委
員
会
の
提
案
を
受
け
、

今
夏
ご
ろ
に
戦
略
策
定
予
定
で
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　
設
計
、
建
設
、
運
営
を
一
体
的

に
し
た
入
札
を
公
告
。
用
地
取
得

も
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　
第
2
期
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
事

業
の
契
約
議
案
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
市
遊
休
地
・
日
高
町
堀
の
ソ

ー
ラ
ー
事
業
は
6
月
に
工
事
着
手

さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
騒
音
・
悪
臭
の
規
制
区
域

お
よ
び
規
制
基
準
の
見
直
し
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平成25年度 コウノトリＫ
キ ッ ズ

ＩＤＳクラブメンバー募集！
　豊岡で行われているコウノトリ野生復帰って、実はすごいんです。一度は絶滅した大型の
生きものが、学校に行く途中に見られる所なんて世界中を見たってありません。
　そんな豊岡だからこそできる活動があります。コウノトリKIDSクラブは、子どものための
アクション・サークルです。昨年７月に世界に認められたラムサール条約湿地「円山川下流域・
周辺水田」の素晴らしさを見て、知って、体感します！
　　　　　　　　　 《申込み・問合せ》コウノトリ共生課☎21-9017  FAX24-8101

●応募資格
　・市内在住の小学４～６年生
　・コウノトリや豊岡の自然に関心がある方
　・年間を通じて活動に参加できる方
●募集人数　20人程度
●参加費　年間2,000円（教材代として）
●申込方法
　コウノトリ共生課またはコウノトリ文化館
にある所定の申込用紙に記入の上、持参、郵
送、またはファックスで申し込みください。
●申込期間　４月１日（月）～16日（火）

☆平成25年度活動予定☆
テーマ ： 『ラムサール探偵』募集します！
日　程 内　　容

４月27日（土）結成式、風景編１「円山川を清掃するぞ！」
５月19日（日）恵み編１「日本海の恵み発見！」
６月23日（日）危機編１「ボロギクをやっつけろ！」
７月末 風景編２「円山川の風景を描く！」
８月末 危機編２「外来種をやっつけろ！」
10月末 恵み編２「里山の恵みを味わうぞ！」
１月末 調査編「冬鳥を見つけ出す！」
２月末 終了式、活動のまとめ
※生きもの調査も併せて行います。これ以外にも他地域と交流す
るイベントもあります。

コウノトリKIDSクラブに参加すると…
特典１　KIDSクラブのオリジナルキャッ

プとＴシャツ、観察用ノートをプ
レゼント！

特典２　参加回数に応じて階級バッジがも
らえる！（６階級）

特典３　豊岡エコポイントがもらえる！
（参加１回＝１ポイント）

特典４　豊岡の自然やコウノトリを大好き
になれる！

…
平
成
24
年
度
の
活
動
…

コウノトリの飼育体験  生きもののために作業もします 外来種の駆除も頑張った

 ラムサール条約湿地で漁を体験 生きものとりも一生懸命  自分で捕まえた生きものを標本に

他の地域にも豊岡のことを伝えよう！
KIDSクラブでは、いろいろな地域との交
流会を通して豊岡の良さを伝えています

▲KODOMOラムサール〔藤前干潟（名
  古屋市）で全国の子どもたちと交流〕

▲南日本海子どもラムサール湿地交流会
（豊岡で中海・宍道湖の子どもたちと交流）
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「
災
害
時
安
心
フ
ァ
イ
ル
」を配布

し
ま
す

奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

◆「
災
害
時
安
心
フ
ァ
イ
ル
」と
は

　

災
害
時
に
避
難
所
な
ど
で
障
害

者（
児
）が
周
囲
に
適
切
に
手
助
け

を
求
め
、
周
囲
も
そ
れ
に
対
し
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

　
家
族
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記

入
す
る「
防
災
連
絡
カ
ー
ド
」と
、

障
害
特
性
や
配
慮
し
て
ほ
し
い
事

項
を
書
い
た「
災
害
時
安
心
カ
ー

ド
」が
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
場
合
の
緊
急
連

絡
先
や
自
分
の
障
害
の
特
性
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
カ
ー
ド
に
記
入
し
て

お
き
、障
害
者（
児
）自
身（
場
合
に

よ
って
は
身
近
な
家
族
）が
所
持
し

ま
す
。も
し
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、こ
の
フ
ァ

イ
ル
を

持
ち
出

し
、
避

難
所
で

周
囲
の

人
た
ち

に
提
示

し
ま
す
。

　

周
り

の
方
た

◆
豊
岡
市
奨
学
生 

▽
対
象

①
高
等
学
校・高
等
専
門
学
校・特

別
支
援
学
校
高
等
部
に
在
学
す

る
方

②
大
学（
短
大
含
む
）に
在
学
す
る
方

▽
募
集
人
員　

①
②
各
8
人
程
度

▽
応
募
資
格

・
保
護
者
が
市
内
に
1
年
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と

・
人
物
、
学
力
と
も
に
優
秀
で
、

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と

・
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
お
よ
び
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品

費
や
給
食
費
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
お
よ
び
生
徒
の
保
護
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
生
活
保
護
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

ち
は
、フ
ァ
イ
ル
を
読
む
こ
と
で
そ

の
方
の
障
害
特
性
を
理
解
し
て
協

力
す
る
こ
と
が
で
き
、も
し
対
応
に

困
る
こ
と
が
あ
って
も
適
切
な
連
絡

先
へ
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
配
布
対
象

・
障
害
の
あ
る
方
で
、
こ
の
フ
ァ

イ
ル
の
所
持
を
希
望
す
る
方

・
周
囲
か
ら
は
障
害
が
分
か
り
に

く
い
方

・
障
害
に
つ
い
て
理
解
し
て
ほ
し

い
こ
と
や
支
援
し
て
ほ
し
い
こ

と
な
ど
を
、
自
ら
周
囲
に
伝
え

る
こ
と
が
困
難
な
方
…
な
ど

◆
配
布
方
法

・
特
別
支
援
学
校
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
、
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支
援
事
業

所
な
ど
の
障
害
者
支
援
施
設
か
ら

児
童
・
生
徒
・
利
用
者
に
配
布

し
ま
す
。

・
前
記
以
外
の
方
は
、
市
役
所
窓

口
や
医
療
機
関
な
ど
か
ら
希
望

す
る
方
に
対
し
配
布
し
ま
す
。

◆
料
金　

無
料

《
配
布
・
問
合
せ
》社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
☎
24

－

7
0
3
3
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

で
あ
る
こ
と

▽
貸
与
金
額（
月
額
）

①
9
9
0
0
円
②
4
万
4
6
5
0
円

▽
申
込
方
法　

教
育
総
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

あ
る
出
願
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

4
月
4
日（
木
）〜

19
日（
金
）必
着（
持
参
の
場
合
、

土
・
日
曜
日
は
受
付
不
可
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》教
育
総
務
課

教
育
総
務
係
☎
23

－

1
1
1
7

◆
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生

（
所
得
調
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
認
め
た
世
帯
）

▽
援
助
費
の
種
類

・
学
用
品
費
お
よ
び
通
学
用
品
費

（
第
１
学
年
を
除
く
）

・
新
入
学
学
用
品

費（
第
１
学
年

の
み
）

・
学
校
給
食
費

・
修
学
旅
行
費

・
自
然
学
校
食
費

▽
応
募
資
格　

主
た
る
生
計
維
持

者
で
あ
る
保
護
者
が
、
交
通
事

故
で
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
が

あ
る
た
め
働
け
な
く
な
っ
た
方

の
子
弟
で
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
高

等
部
、
ま
た
は
大
学
に
在
学
し

て
い
る
方（
た
だ
し
、
平
成
17

年
4
月
1
日
以
降
に
発
生
し
た

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
）

▽
給
付
金
額（
月
額
）

・
高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、特
別

支
援
学
校
高
等
部
…
1
万
5
千
円

・
大
学
…
3
万
円

▽
申
込
期
間　

随
時

《
申
込
み
・
問
合
せ
》教
育
総
務
課

教
育
総
務
係
☎
23

－

1
1
1
7

・
医
療
費（
学
校
保
健
安
全
法
に

定
め
ら
れ
た
疾
病
に
限
る
）

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

・
生
徒
会
費（
中
学
生
の
み
）

・
ク
ラ
ブ
活
動
費（
中
学
生
の
み
）

▽
申
請
方
法　

学
校
、
こ
ど
も
教

育
課
、
お
よ
び
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
に
あ
る
申
請
書
に
記

入
の
上
、
各
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、民
生
委
員
の
助
言
・

学
校
長
の
意
見
が
必
要
で
す
。

《
問
合
せ
》こ
ど
も
教
育
課
学
務
係

☎
23－

１
４
５
１

「
災
害
時
安
心
フ
ァ
イ
ル
」を配布

し
ま
す

奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ
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豊
岡
ら
し
い
風
景
は
、
景
観
形

成
基
準
を
つ
く
り
、
規
制
を
設
け

て
も
必
ず
し
も
良
い
景
観
に
な
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
豊
岡
に

住
む
私
た
ち
一
人
一
人
は
、
豊
岡

を
愛
し
、
先
人
か
ら
受
継
い
で
き

た
風
景
の
成
り
立
ち
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
、
次
世
代
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
重
大
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
え
に
、
日
々
の
暮
ら
し
や
生な
り

業わ
い

な
ど
の
中
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
は
何
か
を
考
え
、
さ
ら
に

豊
岡
ら
し
い
風
景
と
な
る
よ
う
自

ら
工
夫
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

良
好
な
景
観
の
形
成
に
取
り
組
む

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

1　

市
民
の
役
割

　

自
ら
が
景
観
の
形
成
の
主
体
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
良
好
な
景

観
の
形
成
に
関
し
、
理
解
を
深
め
、

積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
市
の
施
策
に
協

力
し
ま
す
。

2　

事
業
者
の
役
割

　

自
ら
が
行
う
事
業
活
動
が
、
良

好
な
景
観
の
形
成
に
深
い
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
を
認
識
し
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
良
好
な
景

観
の
形
成
に
努
め
、
市
の
施
策
に

協
力
し
ま
す
。

3　

景
観
形
成
活
動
団
体
の
役
割

　

活
動
の
中
で
積
極
的
に
良
好

な
景
観
の
形
成
に
貢
献
す
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
の「
つ
な
ぎ
役
」や「
け
ん

引
役
」と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す

（
現
在「
出
石
城
下
町
を
活い

か
す

会
」「
城
崎
温
泉
町
並
み
の
会
」の

2
団
体
を
認
定
し
て
い
ま
す
）。

4　

市
の
役
割

　

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る

総
合
的
か
つ
先
導
的
な
施
策
を
実

施
し
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
建
設
な
ど

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
景
観
特

性
に
応
じ
た
良
好
な
景
観
の
形
成

に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
、
事
業
者
お
よ

び
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
そ

れ
ら
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
取

組
み
が
で
き
る
よ
う
景
観
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
国
・
他
の
地
方
公

共
団
体
お
よ
び
市
内
で
活
動
す
る

公
共
的
団
体
に
対
し
、
市
の
施
策

に
協
力
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

1　

効
果
的
な
手
続
き（
事
前
協
議
）

　

届
出
の
前
に
良
好
な
景
観
を
形

成
す
る
た
め
の
協
議
を
行
う

2　

市
職
員
や
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣

　

地
域
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動

な
ど
に
対
し
て
、
市
職
員
や
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
者
を
派
遣
す
る

制
度
を
創
設

3　

支
援
制
度

①
景
観
形
成
重
点
地
区
で
行
為
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

②
景
観
重
要
建
築
物
ま
た
は
景
観

重
要
樹
木
の
保
全
等
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成

③
景
観
形
成
活
動
団
体
の
活
動
に

要
す
る
経
費
を
助
成

4　

普
及
啓
発

　

情
報
発
信
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、

出
前
講
座
な
ど

5　

人
材
の
育
成

　

景
観
学
習
の
推
進
な
ど

6　

顕
彰
制
度

　

良
好
な
景
観
の
形

成
に
貢
献
し
て
い
る

個
人
や
団
体
を
表
彰

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

風
景
づ
く
り
の
心
得

協
働
で
取
り
組
む
た
め
の
役
割

豊
岡
ら
し
い
景
観
を
　
　
　

　
　
形
成
す
る
た
め
の
施
策

景
観
シ
リ
ー
ズ
6（
最
終
回
）

  
風
景
づ
く
り
の
推
進
方
策

※地元住民な
どが、自らの
地区の景観
に関して主
体的かつ自
主的に参加
して活動す
る団体

〈協働で取り組むための役割と推進体制〉

《届出の手続き》
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毎月第２水曜日は豊岡ノーマイカーデー!

　　　　　　　　　　　　　【２月の結果】
・参加事業者数：15団体　・個人参加の市民：２人　・参加総数：175人
・二酸化炭素（CO2）の削減量：約400kg
・マイカーを自粛した距離：1,750km（豊岡‐東京間1.5往復の距離）
　※CO2排出削減効果は、〔燃料節減量（ℓ）×ガソリンCO2排出係数（2.32kg-CO2/ℓ）〕と
　　仮定しています。
　※燃料節減量は、前提条件をガソリン、燃費10km/ℓと仮定しています。
　※自粛した距離は１人10kmと仮定しています。

◆平成25年４月から９月まで、第２期「豊岡ノーマイカーデー」がスタートします。事業所の方も個人の
方も、ぜひ、取り組んでください。

　・事業所で参加  →  企業エコポイント2,500ポイント  +  参加者に市民エコポイント１ポイント付与
　・個人で参加　  →  市民エコポイント１ポイント付与
　　　　　　　　　《登録・報告・問合せ》地域戦略推進課☎21-9012　FAX26-1337
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　メールアドレス　ecovalley@city.toyooka.lg.jp 

第７回は４月10日（水）
バスや電車も
ええもんじゃ！

　

毎
日
、
毎
日
、
南
極
の
自
然
と

格
闘
し
て
い
る
う
ち
に
、
1
年
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
希
望
と

不
安
を
抱
い
て
挑
ん
だ
越
冬
生
活

で
し
た
が
、
南
極
の
自
然
は
想
像

以
上
に
厳
し
く
、
簡
単
に
私
た
ち

を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
南
極
生
活
で
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
自
然
と
対
立
す
る
の
で

は
な
く
、
う
ま
く
付
き
合
う
こ

と
。
自
然
そ
し
て
健
康
な「
地
球
」

が
あ
って
こ
そ
の
私
た
ち
。
自
然
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
や
社
会
の
中

で
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ
、
い
ろ
い

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑮
　
帰
国
【
最
終
回
】

ろ
な
も
の
に
興
味
を
抱
く
大
切
さ

な
ど
を
越
冬
生
活
で
学
び
ま
し
た
。

日
本
に
帰
っ
た
ら
、
私
が
学
ん
だ
こ

れ
ら
多
く
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
に

伝
え
、
南
極
と
い
う
2
文
字
を
覚

え
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 

私
の
南
極
行

○
平
成
23
年
11
月
25
日
…
飛
行
機

で
日
本
を
出
国
し
、「
し
ら
せ
」

が
待
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ

リ
ー
マ
ン
ト
ル
へ
。
翌
日
乗
船

○
11
月
30
日
…「
し
ら
せ
」が
フ

リ
ー
マ
ン
ト
ル
を
出
航
。
海
洋

観
測
し
な
が
ら
南
極
へ

○
12
月
23
日
…「
し
ら
せ
」の
積
載

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
南
極
昭
和
基

地
へ
入
り
活
動
開
始

○
平
成
24
年
2
月
12
日
…
52
次
隊

と
の
越
冬
交
代
式
を
行
い
越
冬

開
始

○
平
成
25
年
2
月
1
日
…
54
次
隊

へ
引
き
継
ぐ
越
冬
交
代
式
を
行

う
。
し
か
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

棟
建
設
従
事
の
た
め
し
ば
ら
く

昭
和
基
地
に
滞
在

○
2
月
10
日
…
昭
和
基
地
を
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
後
に
し「
し
ら
せ
」

に
乗
り
込
む
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
向
け
出
発

○
3
月
18
日
…
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

シ
ド
ニ
ー
着
。「
し
ら
せ
」下
船

○
3
月
20
日
…
飛
行
機
で
帰
国

　

出
国
か
ら
帰
国
ま
で
4
8
2
日

間
。
南
極
滞
在
…
4
1
6
日
間
。

　

皆
さ
ん
、
長
い
間
、
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

 

訂
正
と
お
詫
び

　

2
月
25
号
、
7
ペ
ー
ジ
の「『
み

や
ぢ
』南
極
へ
行
く
⑭
」の
中
で
、

「
11
日
に『
し
ら
せ
』に
乗
り
込
み

ま
し
た
」と
あ
る
の
は「
10
日
に

『
し
ら
せ
』に
乗
り
込
み
ま
し
た
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正

し
ま
す
。

▲市旗と一緒に記念写真

▲時間を掛けるとこのとおり。
カップラーメンが寒さで固
まる

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5
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ま
た
、
9
割
の
方
が「
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
は
重
要
」と
回

答
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
20
〜
30
％
と
、

と
て
も
低
い
の
が
現
状
で
す（
国

の
目
標
値
は
50
％
）。

　

症
状
が
出
て
か
ら
の
受
診
で
は
、

が
ん
が
進
行
し
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
定
期
的
な
検
診
で
、
無

症
状
の
う
ち
に
が
ん
を
見
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

《
が
ん
検
診
っ
て
ど
ん
な
検
査
？
》

●
胃
が
ん
検
診

　

胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い

健
康
か
わ
ら
版

　

日
本
で
の
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

者
数
は
年
間
30
万
人
を
超
え
、
死

亡
原
因
の
第
1
位
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療

の
進
歩
で
、
一
部
の
が
ん
で
は
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
で
す
。

　

定
期
的
に「
が
ん
検
診
」を
受
け
、

そ
の
結
果
、
精

密
検
査
が
必
要

な
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

《
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
》

　

世
論
調
査
で
は
、
が
ん
検
診
を

受
け
な
い
理
由
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
バ
リ
ウ
ム（
造
影
剤
）と
発

泡
剤（
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
薬
）を
飲

ん
だ
受
診
者
の
胃
の
中
の
粘
膜
を

観
察
し
ま
す
。

●
肺
が
ん
検
診

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
、

肺
全
体
を
診
ま
す
。
ま
た
、
た
ば

こ
を
吸
い
、
喫
煙
指
数（
1
日
の

喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）が
6 

0 

0
を
超
え
る
方
は
喀か
く

痰た
ん

検
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す（
50
歳
以
上
）。

　

喀
痰
を
採
取
し
、
気
管
支
な
ど

の
が
ん
か
ら
痰
に
混
じ
っ
て
出
て

く
る
が
ん
細
胞
の
有
無
を
顕
微
鏡

で
観
察
し
ま
す
。

●
大
腸
が
ん
検
診

　

便
潜
血
検
査
を
行
い
ま
す
。
が

ん
や
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
病
気
が
あ

る
と
大
腸
内
に
出
血
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
2
日
間
、
便
を
採
取

し
、
そ
の
中
の
血
液
の
混
入
を
検

査
し
ま
す
。

●
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診

　

婦
人
科
の
専
門
医
が
細
胞
診
を

行
い
ま
す
。
子
宮
頸
部
の
粘
膜
を

採
取
し
、
が
ん
細
胞
の
有
無
や
種

類
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生

理
中
の
場
合
は
十
分
な
検
査
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
検
査

後
、
ま
れ
に
出
血
し
ま
す
。

●
乳
が
ん
検
診

　

外
科
医
が
乳
房
を
診
察
し
、
し

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

が
ん
検
診
の
結
果
を

確
認
し
て
い
ま
す
か
？

精
密
検
査
に
な
っ
て
も

放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
り
の
有
無
を
判
断
す
る
視
触
診

と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
房
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
）を
行
い
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
小
さ
な
、

特
に
石
灰
化
の
あ
る
乳
が
ん
の
発

見
に
適
し
て
い
ま
す
。
乳
房
を
で

き
る
だ
け
平
ら
に
し
て
撮
影
す
る

た
め
、
多
少
の
痛
み
が
生
じ
ま
す
。

《
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
》

　

検
診
結
果
が
手
元
に
届
き
、「
精

密
検
査
」と
書
い
て
あ
る
と
ド

キ
ッ
と
し
ま
す
ね
。

　

こ
れ
は
、「
が
ん
の
有
無
を
調
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関

で
詳
し
い
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
」と
い
う
意
味
で
す
。

　

せ
っ
か
く
検
診
を
受
け
て
も
、

精
密
検
査
を
受
け
ず
に
放
置
し
て

お
く
と
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

※
精
密
検
査
を
要
す
る
方

の
全
て
が
が
ん
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

精
密
検
査
を
受
け
て「
異
常
な

し
」ま
た
は「
良
性
の
病
変
」で

あ
っ
た
と
き
は
定
期
的
に
検
診
を

受
け
、「
が
ん
」と
診
断
さ
れ
た
と

き
は
治
療
に
進
む
こ
と
ま
で
が
、

が
ん
検
診
の
流
れ
で
す
。

　

市
で
は
、
市
の
が
ん
検
診
を
受

診
し
、
精
密
検
査
が
必
要
な
方
の

う
ち
、
精
密
検
査
の
結
果
を
把
握

し
て
い
な
い
方
に
、
確
認
の
た
め

の
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。
受
診
の

結
果
を
聞
い
た
り
、
ま
た
、
受
診

し
て
い
な
い
方
に
は
精
密
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

《
す
こ
や
か
市
民
健
診
》

　

が
ん
検
診
は
、
市
の
実
施
す
る

「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
詳
細
は
2
月

25
日
発
行
の
市
広
報
紙
と
同
時
配

布
の
チ
ラ
シ
を
参
照
）。

1
位
　
た
ま
た
ま
受
け
て
い
な
い

2
位
　
必
要
な
と
き
は
い
つ
で
も

　
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

3
位
　
健
康
状
態
に
自
信
が
あ
り
、

　
必
要
性
を
感
じ
な
い

4
位
　
面
倒
だ
か
ら

　
　
　
時
間
が
な
い

（
が
ん
対
策
に
関
す
る
世
論
調
査
'09
）

〈各検診の精密検査率〉

〈がん検診の流れ〉

検診名 精密検査率

胃がん検診 約10％

肺がん検診 約３％

大腸がん検診 約７％

子宮頸がん検診 約１％

乳がん検診 約８％
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◆
一
般
の
部

な
め
る
な
よ
国
民
不
在
の
国
会
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
川　

勝
）

贈
り
物
中
身
に
劣
ら
ぬ
パ
ッ
ケ
ー

ジ　
　
　
　
　
　
（
浅
川
ま
つ
子
）

森
の
水
掬
う
命
の
音
が
す
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
田
吉
蔵
）

豊
作
の　

度
に
廃
棄
と　

な
る
お

米　
　
　
　
　
　
　
（
会
田
卓
也
）

ア
ッ
電
気
き
ょ
う
も
響
く
よ
夫
の

声　
　
　
　
　
　
　
（
花
園
桃
子
）

湯
を
減
ら
し
半
身
浴
で
温
ま
る　

　
　
　
　
　
（
チ
ュ
ン
子
す
ず
め
）

捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
と
リ

サ
イ
ク
ル　
　
　
（
井
狩
ふ
さ
子
）

特
売
で
買
い
過
ぎ
た
な
と
捨
て
て

い
る　
　
　
　
　
　
（
池
田　

功
）

春
が
来
て
サ
マ
ー
タ
イ
ム
で
エ
コ

ラ
イ
フ　
　
　
　
（
池
原
美
恵
子
）

野
良
仕
事
バ
ケ
ツ
両
手
に
清
れ
か

な　
　
　
　
　
　
（
石
井
八
千
代
）

レ
ジ
袋
断
る
母
の
知
恵
袋　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
畝
秀
高
）

減
量
し
ブ
ラ
ン
ド
ス
ー
ツ
日
の
目

み
る　
　
　
（
g
o
o
d
o
n
e
）

電
気
代
節
約
す
れ
ば
エ
コ
に
な
る

　
　
　
　
（
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

断
捨
離
と
勿
体
な
い
の
せ
め
ぎ
合

い　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
克
明
）

屋
根
の
上
お
日
さ
ま
一
パ
イ
温
水

器　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
君
枝
）

収
集
車
腹
を
抱
え
て
焼
却
場　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上　

清
）

買
う
前
も
捨
て
る
前
に
も
再
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
井
忠
雄
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

も
っ
た
い
な
い
叫
ぶ
お
か
ん
は
エ

コ
人
間　
　
　
　
　
（
秋
丸
佳
穂
）

作
り
す
ぎ
余
れ
ば
捨
て
て
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
足
立
美
咲
）

間
違
え
た
で
も
ま
だ
裏
が
使
え
る

よ　
　
　
　
　
　
　
（
飯
田
裕
子
）

半
額
の
文
字
見
た
瞬
間
母
の
目
光

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

か
わ
い
い
か
ら
そ
し
て
た
ま
っ
て

ゴ
ミ
箱
へ　
　
　
　
　
　
（
ま
め
）

限
り
あ
る
地
球
の
資
源
大
切
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

ご
み
箱
に
入
れ
る
前
に
は
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
磯
﨑
夢
香
）

買
い
す
ぎ
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
よ
う

よ
お
母
さ
ん　
　
（
せ
ん
り
ゅ
う
）

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
食
べ
き
れ
ず
に

捨
て
ら
れ
る　
　
　
　
（
む
っ
ち
）

車
よ
り
自
転
車
使
え
よ
近
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
井
美
深
）

も
っ
た
い
な
い
聞
き
あ
き
る
ほ
ど

聞
い
て
み
て　
　
　
　
（
ゆ
っ
か
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

代
表
的
な
認
知
症
に
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
脳
血
管
性

認
知
症
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
を

予
防
す
る
に
は
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
か
ら
脳
の
柔
軟
性
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知
機
能

を
鍛
え
る
生
活
習
慣
や
生
活
の
工

夫
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

認
知
機
能
低
下
予
防
の
生
活
習
慣

　

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
、
運
動
・

休
養
な
ど
の
生
活
習
慣
が
認
知
症

発
症
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
有
酸
素
運
動
や
筋
肉
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の

有
酸
素
運
動
は
、
血
流
を
良
く
し
、

脳
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
、
認
知

機
能
低
下
予
防
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
折
で
安
静

状
態
が
継
続
す
る
と
、
認
知
機
能

の
低
下
を
も
た
ら
す
事
が
あ
り
ま

す
。
身
体
に
適
度
な
負
荷
を
か
け

て
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
筋

肉
や
骨
を
強
く
し
て
、
転
倒
・
骨

折
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
短
時
間
の
昼
寝
は
脳
の
疲
労
回

復
に
効
果
的

　

高
齢
期
に
な
る
と
生
体
リ
ズ
ム

が
悪
く
な
り
、
日
中
に
も
眠
気
に

襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
午

後
1
〜
3
時
く
ら
い
に
取
る
30
分

以
内
の
昼
寝
は
、
脳
の
疲
労
回
復

に
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
逆

に
長
時
間
の
昼
寝
は
要
注
意
で
す
。

認
知
機
能
を
鍛
え
る
生
活
の
工
夫

　

知
的
な
脳
の
機
能
を
働
か
せ
る

こ
と
は
、
認
知
機
能
低
下
予
防
に

効
果
的
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
三
つ
の
機
能
を
鍛
え
る
よ
う

な
刺
激
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

①
出
来
事
記
憶
を
鍛
え
る
工
夫

　

出
来
事
記
憶
と
は
、
体
験
し
た

こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る

機
能
で
す
。

工
夫
例　

・
家
計
簿
を
つ
け
る
際
に
、
レ

シ
ー
ト
を
見
な
い
で
買
っ
た
物

を
思
い
出
す

・
数
日
遅
れ
て
そ
の
日
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
日
記
を
つ
け
る

②
注
意
分
割
機
能
を
鍛
え
る

　

注
意
分
割
機
能
と
は
、
二
つ
以

上
の
作
業
を
同
時
に
行
い
、
適
度

に
全
て
の
こ
と
に
注
意
を
配
り
な

が
ら
作
業
を
す
る
機
能
で
す
。

工
夫
例

・
調
理
を
す
る
際
に
、
複
数
の
メ

ニ
ュ
ー
を
同
時
に
作
る

・
時
間
目
標
を
設
定
し
て
、
仕
事

や
計
算
な
ど
を
す
る

③
計
画
力
を
鍛
え
る

　

新
し
い
こ
と
を
や
る
手
順
や
段

取
り
を
考
え
、
実
行
す
る
機
能
で

す
。

工
夫
例　

・
旅
行
の
計
画
を
立
て
る

・
効
率
の
良
い
手
順
や
道
順
を
考

え
る

認
知
症
の
お
話

　

⑥
認
知
症
の
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
【
最
終
回
】

　

市
で
は
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9
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ま
た
、
現
在
免
除
に
該
当
し
て

い
る
方
の
保
険
料
も
変
わ
り
ま
す
。

※
免
除
申
請
は
随
時
受
付
し
て
い

ま
す
が
、
所
得
な
ど
の
審
査
要

件
や
免
除
対
象
期
間
が
あ
り
ま

す
。

※
免
除
を
受
け
た

期
間
は
、
定
額

納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年

金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
民
課
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
、
ま
た
は
豊
岡
年

金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料（
定
額
）は
、
月
額
1
万
5
0
4 

0
円（
付
加
保
険
料
4
0
0
円
）に

な
り
ま
す
。
こ
の
改
定
に
伴
い
前

納
保
険
料
も
変
わ
り
ま
す
。　

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
、基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
4
月
13
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
4
月
1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日

（
月
）・
22
日（
月
）・
30
日（
火
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
国
内
在
住
の
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
って
お
り
、
学
生
で
も

20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
に
は
、
在
学
期
間
中
の
保

険
料
を
後
払
い（
10
年
以
内
）に
で

き
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
と
、

不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
受

給
す
る「
障
害
基
礎
年
金
」や
、
将

来
受
給
す
る「
老
齢
基
礎
年
金
」の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
た

め
、
忘
れ
ず
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

対
象
校
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所
得

が
1
1
8
万
円
以
下（
扶
養
家

族
が
あ
る
場
合
、
人
数
に
応
じ

て
加
算
）の
方

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

（
両
面
）の
写
し

・
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届

・
印
鑑

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
制
度
を

利
用
す
る
方
で
、
平
成
25
年
度

の
申
請
書（
は
が
き
）が
届
い
た

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

4
月
中
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

4
月
中
旬
に
な
っ
て
も
届
か
な

い
場
合
や
、
学
校
を
変
更
し
た

方
な
ど
は
、
申
請
に
必
要
な
も

の
を
持
参
の
上
、
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
窓
口　

市
民
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

学
生
納
付
特
例
申
請
を

希
望
す
る
方
へ

平
成
25
年
度
の

年
金
保
険
料
が
決
定

〈前納保険料〉
納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分

現金支払（月々） 15,040円 90,240円 180,480円

現金支払（前納）
クレジット（前納）
【割引額】

89,510円
【730円】

177,280円
【3,200円】

口座振替
（前納）【割引額】

14,990円
【50円】

89,210円
【1,030円】

176,700円（注）
【3,780円】

（注）平成25年度の１年分前納の口座振替は受付終了

〈承認期間と受付期間〉
申請年度 承認期間 受付期間

平成
24年度

平成24年４月１日
～平成25年３月31日 平成25年４月30日まで

平成
25年度

平成25年４月１日
～平成26年３月31日

平成25年４月１日
～平成26年４月30日

〈免除後の保険料〉
区分 種類 保険料

全額免除 全額免除 0円

一部免除

４分の３免除 3,760円

半額免除 7,520円

４分の１免除 11,280円
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組
ん
で
お
り
、
主
に
乗
馬
が
盛
ん

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
引
き
合
い
が

来
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
は
、
競
走
馬
の

く
ら
を
専
門
に
生
産
し
て
い
る
業

者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、〝
日

本
製=

高
品
質
〞
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
根
強
く
残

っ
て
お
り
、〝
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
〞
の
く
ら
は
、
興
味
を

持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

̶

製
造
に
あ
た
っ
て
は
？

　

か
ば
ん
の
製
造
と
く
ら
の
製
造

は
、
技
術
的
に
似
通
っ
て
お
り
、

か
ば
ん
の
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
流

̶

か
ば
ん
の
端
材
を
活
用
し
た
競

走
馬
用
く
ら
を
作
ろ
う
と
し
た

き
っ
か
け
は
？

　

当
社
で
は
、
も
と
も
と「
廃
棄

物
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
」方

針
で
、
か
ば
ん
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。

　

か
ば
ん
の
端
材
は
大
き
く
、
量

も
多
い
で
す
。
そ
の
端
材
で
、
ベ

ル
ト
な
ど
他
の
皮
製
品
を
作
り
、

廃
棄
物
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
続
け
る
う
ち

に
、
取
引
先
か
ら「
競
走
馬
用
く

ら
を
作
れ
な
い
か
」と
提
案
が
あ

り
、
製
造
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

̶

お
客
様
の
反
応
は
？

　

昨
年
か
ら
製
造
に
向
け
て
取
り

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

石
井
鞄
工
業
株
式
会
社（
高
屋
）

̶

か
ば
ん
の
端
材
を
活
用
し
た
競
走
馬
用
く
ら
の
製
造

̶

企業紹介

用
で
き
ま
す
。

　

最
初
は
、
見
本
と
な
る
く
ら
を

取
り
寄
せ
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で

試
作
品
を
作
り
、
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
使
用
し

て
も
ら
い
、
不
具
合
の
あ
る
部
分

を
修
正
し
た
り
、
機
能
的
に
優
れ

た
も
の
に
す
る
た
め
に
改
良
を
重

ね
ま
し
た
。
現
在
も
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
い
ま
す
。

̶
ど
の
程
度
廃
棄
物
を
削
減
で
き

ま
す
か
？

　

端
材
を
く
ら
の
材
料
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
廃
棄
物
の
量
を
半
分

程
度
に
減
ら
せ
ま
す
。

̶

課
題
や
今
後
の
展
開
は
？

　

端
材
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、

か
ば
ん
の
生
産
が
あ
っ
て
初
め
て

く
ら
の
原
材
料
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
か
ば
ん
の
生
産
量
が

少
な
い
時
期
は
、
く
ら
の
生
産
量

も
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
繁
忙
期

に
は
、
く
ら
の
生
産
ま
で
手
が
回

り
ま
せ
ん
。
生
産
で
き
る
時
期
が

限
ら
れ
る
の
が
課
題
で
す
。

　

今
後
、
ど
の
程
度
需
要
が
あ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
な
る

工
夫
を
重
ね
て
、
よ
り
良
い
製
品

を
お
客
様
に
届
け
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.ibc-bag.com

/

▲かばんの端材

▲競走馬用くら

○29

　
「
村
医
者
の
三
男
坊
で
す
か
ら

…
」長
谷
川
博ひ
ろ

己き

さ
ん
演
ず
る
川

崎
尚
之
助
の
セ
リ
フ
で
す
。「
藩
士

の
川
崎
才
兵
衛
の
子
じ
ゃ
な
い

の
？
」あ
る
い
は「
ネ
ッ
ト
で
は
出

石
藩
医
の
子
と
あ
っ
た
け
ど
」と

思
わ
れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

左
の
写
真
は
、
慶
応
3（
1
8 

6
7
）年
時
点
の
出
石
藩
医
の
名

簿
で
す
。
川
崎
姓
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
尚
之
助
を
出
石
藩
医

の
子
と
す
る
根
拠
は
、
大
正
11
年

に
元
会
津
藩
士
古
川
末ま
っ

東と
う

が
ま
と

め
た「
古
川
春し
ゅ
ん

英え
い

と
川
崎
尚
之
助
」

と
題
す
る
小
文
が
唯
一
の
資
料
で

す
。
古
川
自
身
の
聞
き
取
り
や
藩

士
の
筆
記
録
か
ら
、
尚
之
助
の
略

歴
を
ま
と
め
た
そ
の
中
に「
出
石

藩
医
師
の
子
な
り
」と
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
分
を
筆
記
し
た
小
川　

渉わ
た
る

は
、
尚
之
助
が
教
授
を
務
め
た
藩

校
日に
っ

新し
ん

館か
ん

に
学
び
、
後
に
会
津
の

藩
校
教
育
の
沿
革
史
を
ま
と
め
た

人
物
で
す
。
そ
の
小
川
が
何
の
根

拠
も
な
く「
出
石
藩
医
師
の
子
」と

書
い
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

父
親
と
さ
れ
る
川
崎
才
兵
衛
が

医
師
で
は
な
い
も
の
の
、
孫
の
與よ

祢ね

が
慶
応
3
年
に
藩
医
の
広
瀬
恭

蔵
に
嫁
い
だ
こ
と
は
出
石
の
史
料

で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
尚

之
助
が
蘭
学
を
学
ん
だ
大
木
忠ち
ゅ
う

益え
き

（
坪
井
為い

春し
ゅ
ん

）は
、
蘭
方
医
で
幕
末

の
薩
摩
藩
主
島
津
斉な
り

彬あ
き
ら

の
侍
医
で

し
た
。
こ
う
し
た
環
境
が
、
彼
を

出
石
藩
医
の
子
と
会
津
の
人
に
認

識
さ
せ
た
可
能
性
は
あ
る
で
し
ょ

う
。
ま
だ
ま
だ
謎
の
多
い
尚
之
助

で
す
が
、
こ
う
し
た
史
料
を
探
っ

て
彼
の
実
像
に
迫
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

《
問
合
せ
》
出
土
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー
☎
26

0
0
3
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N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」④

出
石
藩
医
の
子
？

̶

川
崎
尚し

ょ
う

之の

助す
け

̶

▲慶応3年出石藩医名簿

広
瀬
恭
蔵



　

市
内
企
業
情
報
や
U
・
I
・
J

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
若
年
層
向
け

の
し
ご
と
情
報
の
発
信
を
目
的
に
、

「
豊
岡
市
の
企
業
・
し
ご
と
情
報

サ
イ
ト〝
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
〞」を

2
月
20
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

進
学
な
ど
で
市
外
に
出
て
い
る

若
者
が
豊
岡
に
帰
っ
て
就
職
で
き

る
よ
う
、
求
人
情
報
や
合
同
企
業

説
明
会
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
も

あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
登
録
者
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
送
り
ま
す
。

U
R
L

http://job-navi.city.
toyooka.lg.jp/

豊
岡
市
の
企
業・し
ご
と
情
報
サ
イ
ト

〝
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
〞が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の

桜
」に
出
石
藩
出
身
の「
川
崎
尚
之

助
」が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
を
有
効

に
活
用
し
て
、
豊
岡
・
出
石
の
認

知
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
誘
客
促
進

等
を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
2
月
17
日

か
ら
3
月
末
ま
で
、
神
戸
市
営

地
下
鉄（
西
神
山
手
線
・
海
岸
線
、

全
2
0
8
車
両
）の
車
内
広
告
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
中
は
、
同
地
下
鉄

名み
ょ
う

谷だ
に

駅

の
大
型

電
子
看

板
（
65

イ
ン
チ

×
2
面
）

で
、
尚

之
助
の

故
郷
・

出
石
の

Ｐ
Ｒ
動

画
を
放

映
し
て

い
ま
す
。

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の
川
崎
尚し
ょ
う

之の

助す
け
活
用
〜

神
戸
市
営
地
下
鉄
車
内
広
告
実
施

■
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン

　

フ
ラ
ン
ス
の
大
手
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
が
発
行
す
る

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
ミ
シ
ュ
ラ

ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ

ン
」（
フ
ラ
ン
ス
語
版
）が
改
訂
さ

れ
、
2
月
18
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
な

ど
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
発
売
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ガ
イ
ド
は
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
し
て
1
世
紀
も
の
歴
史
を

誇
り
、
本
国
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は

な
く
世
界
各
地
に
影
響
力
の
あ
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

  

改
訂
版
に
は
、「
城
崎
温
泉
」が

「
寄
り
道
を
し
て
訪
れ
る
べ
き
場

所
」を
意
味
す
る
二
つ
星（
★
★
）

で
、大
師
山（
城
崎
温
泉
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
山
頂
）か
ら
の
眺
望
が「
興
味

深
い
」を
意
味
す
る
一
つ
星（
★
）

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
出
石
の
町
並
み
や
皿
そ
ば
、

出
石
永
楽
館
、
竹
野
浜
、
気
比
の

浜
な
ど
も
掲
載
さ
れ
、
コ
ラ
ム
で

は
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組

み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

■「
こ
と
り
っ
ぷ
　
城
崎
温
泉

　
　 

出
石
・
豊
岡
」

　

㈱
昭
文
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

制
作
を
進
め
て
い
た
観
光
ガ
イ
ド

「
こ
と
り
っ
ぷ　

城
崎
温
泉　

出

石
・
豊
岡
」が
完
成
し
、
2
月
15

日
か
ら
全
国
の
書
店
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
豊
岡
の
魅
力
が
満
載
、

新
た
な
旅
の
発
見
が
で
き
る
一
冊

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド・ジ
ャ
ポ
ン
」に
城
崎
温
泉
な
ど
掲
載
！

「
こ
と
り
っ
ぷ　

城
崎
温
泉　

出
石・豊
岡
」は
全
国
で
発
売

▲“ジョブナビ豊岡”の
サイト

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
2
月
】

14
日
・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

基
本
計
画
策
定

15
日
・
港
3
校
が「
漂
着
ご
み
に
関

す
る
ポ
ス
タ
ー
」作
製
配
布

19
日
・
中
華
人
民
共
和
国
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

庵あ
ん

東と
ん

鎮ち
ん

に
お
け
る
環
境
教

育
・
環
境
創
造
型
農
業
普

及
事
業（
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結

ぶ
環
境
協
力
）報
告
会

20
日
・〝
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
〞開
設

22
日
・
宇
宙
教
育「
出
前
授
業
」

25
日
・
2
0
1
2
植
村
直
己
冒
険

賞
受
賞
者
発
表（
東
京
都
）

27
日
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム「
兵
庫
ス
ト
ー
ク
ス
」代

表
が
市
長
表
敬
訪
問　

28
日
・
第
22
回
地
球
環
境
大
賞
の

「
審
査
委
員
特
別
賞
」受
賞

【
3
月
】

1
日
・
市
議
会
開
会（
〜
27
日
）

　
　

・
田
鶴
野
・
竹
野
・
清
滝
小

学
校
5
年
生
が
ふ
る
さ
と

教
育
教
材
作
成
を
市
長
に

報
告

　
　

・
兵
庫
県
立
大
学
と
の
連
携

協
力
協
定
に
よ
る「
も
の

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

9
日
・
運
動
遊
び
検
証
報
告
会

　
　

・
ス
ポ
ー
ツ
座
談
会「
夢
を
あ

き
ら
め
る
な
」

▲「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン（
フ
ラ
ン
ス
語
版
）

©MICHELIN
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鶴
野
・
竹
野
・
清
滝
小
学
校
の
5

年
生
が
、
合
同
で
ジ
オ
パ
ー
ク
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
ふ
る
さ
と

教
育
教
材
と
し
て
ま
と
め
、
3
月

1
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

17
回
目
に
な
る
今
年
の
植
村

直
己
冒
険
賞
の
受
賞
者
は
、
竹

内
洋ひ

ろ

岳た
か

さ
ん
で
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

8
0
0
0
メ
ー
ト
ル
峰
14
座
全
て

の
登
頂
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て

成
功
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
11

座
は
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
使
わ
な
い

で
の
登
頂
で
す
。

　

今
年
は
、
も
う
こ
の
方
を
お
い

て
他
に
は
な
い
。
選
考
委
員
の
一

致
し
た
意
見
で
し
た
。

　

受
賞
者
の
発
表
は
、
毎
年
、
植

村
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
明
治
大
学

の
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

　

記
者
会
見
で
、
竹
内
さ
ん
の
話

は
こ
ん
な
風
に
始
ま
り
ま
し
た
。

「
登
山
と
い
う
行
為
に
賞
を
与
え

る
冒
険
賞
を
設
け
、
育
て
て
こ
ら

れ
た
豊
岡
市
に
感
謝
し
ま
す
」

　

竹
内
さ
ん
の
肩
書
き
は
、「
プ
ロ

登
山
家
」で
す
。「
先
人
た
ち
が
命

を
か
け
て
登
り
切
ろ
う
と
し
て
き

た
、
そ
し
て
実
際
に
命
を
落
と
し

て
き
た
14
座
に
向
か
う
に
は
覚
悟

が
い
り
ま
す
。
そ
の
覚
悟
を『
プ

ロ
』と
い
う
言
葉
に
込
め
ま
し
た
。

プ
ロ
と
し
て
登
る
の
だ
と
」

　

頂
上
で
は
、
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る

の
で
す
か
?

「
頂
上
に
着
く
と
、
す
ぐ
下
山
の

準
備
を
し
ま
す
。
頂
上
は
そ
の
山

の
中
で
最
も
空
気
が
薄
く
危
な
い

場
所
で
す
。
本
来
人
間
が
い
て
は

い
け
な
い
場
所
で
す
。
登
っ
て
下

り
る
、
頂
上
は
そ
の
通
過
点
に
過

ぎ
ま
せ
ん
」

　

竹
内
さ
ん
の
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
は
る
か
か
な
た
の
宙
に

舞
っ
て
い
る
よ
う
な
夢
で
は
な
く
、

自
分
の
足
元
か
ら
続
く
ず
っ
と
先

に
あ
る
、
到
達
す
べ
き
目
標
で
す
。

そ
れ
は
遠
く
に
あ
っ
て
も
、
高
く

に
あ
っ
て
も
、
ひ
た
す
ら
歩
き
続

け
、
登
り
続
け
る
こ
と
で
た
ど
り

着
く
、
山
の
頂
上
の
よ
う
な
存
在

だ
と
思
い
ま
す
」

　

歩
き
続
け
、
登
り
続
け
る
こ
と

で
た
ど
り
着
く
!
こ
の
方
は
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
方
だ
と
思
い
ま

す
。

　

記
者
会
見
終
了
後
、
主
催
者
の

テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
あ
っ
た
玄
さ

ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
差
し
上
げ
ま

し
た
。「
お
お
、
玄
さ
ん
!
ゆ
る
キ

ャ
ラ
、
大
好
き
な
ん
で
す
よ
!
」

　

植
村
直
己
冒
険
賞
は
、
今
年
も

素
晴
ら
し
い
受
賞
者
を
得
ま
し
た
。

■「
漂
着
ご
み
」ポ
ス
タ
ー
作
製
　

　

港
西
・

港
東
小
学

校
、
港
中

学
校
の
3

校
は
、「
ふ

る
さ
と
の

海
岸
を
き

れ
い
に
し

よ
う
!
」を
テ
ー
マ
と
し
た
環
境

学
習
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
円
山
川
下
流
域
･

周
辺
水
田
」の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
登
録
を
受
け
、
3
校
が
協
力

し
、
円
山
川
と
日
本
海
を
守
る
ポ

ス
タ
ー
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

2
月
15
日
、
円
山
川
上
流
地
域

な
ど
の
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
、

ポ
ス
タ
ー
配
布
を
依
頼
し
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
教
育
教
材
作
成

　

市
で
は
、地
域
の
自
然
・
文
化
・

先
人
の
生
き
方
を
学
び
、
地
域
を

誇
り
に
思
い
、「
ふ
る
さ
と
豊
岡
」

を
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
の
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
の
サ
イ
ト
を
校
区
に
持
つ
、
田

　

2
月
25
日
、
健
康
づ
く
り
推
進

モ
デ
ル
地
区
の
西
花
園
区
、
下
陰

区
、
桑
野
本
区（
竹
野
地
域
）、
岩

中
区（
日
高
地
域
）の
代
表
者
が
集

ま
り
、
現
在
の
活
動
状
況
や
課
題

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

4
区
と
も
自
主
活
動
に
移
行
し

ま
し
た
が
、
地
域
が
元
気
に
な
る

に
は
、
参
加
者
の
拡
大
や
継
続
が

重
要
で
す
。
楽
し
く
参
加
で
き
、

参
加
者
が
目
標
を
持
っ
て
取
り
組

め
る
教
室
づ
く
り
に
向
け
て
、
有

意
義
な
議
論
が
で
き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
科
学
的
な
検
証

を
大
阪
産
業
大
学
准
教
授
の
佐
藤

真
治
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

4
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や

運
動
教
室
参
加
者
の
3
カ
月
間
の

効
果
報
告
で
は
、「
玄
さ
ん
筋
ト

レ
」を
実
施
す
る
こ
と
で
、
健
康

度
が
良
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
効

果
が
出
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
挙
げ
て
の
先
駆
的
な
取

組
み
に
よ
り
、
個
人
か
ら
家
族
、

そ
し
て
地
域
へ
、
元
気
の
輪
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

〜
健
康
づ
く
り　
「
や
れ
ば　

ご
ほ
う
び
は　

訪
れ
る
」〜

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
地
区
交
流
会
を
開
催

港
西・港
東
小
学
校
、港
中
学
校
に
よ
る「
漂
着
ご
み
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
」作
製
＆

田
鶴
野・竹
野・清
滝
小
学
校
の
５
年
生
が
ふ
る
さ
と
教
育
教
材
作
成

プ
ロ
登
山
家
の
覚
悟

65

▲田鶴野・竹野・清滝小学校児童
が教材完成を市長に報告

▲港３校が作製したポスター

▲健康づくり推進モデル
地区交流会
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ひ
な
祭
り
の
縁
起
物
を
求
め
て

雪
の
舞
う
空
模
様
…

よ
う
や
く
お
目
見
え
！

城 崎城 崎

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

拍
手
と
歓
声
で

会
場
は
大
盛
り
上
が
り

竹 野竹 野

Ｔテ

ィ

ー

フ

レ

ン

ズ

↓
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
こ
ど
も
ま
つ
り

若
者
の
手
作
り
広
場
で

一
緒
に
遊
ぼ
う
‼

豊 岡豊 岡

▲ハマグリは素早く動いたりしないから楽勝！の思い
も、なかなか取れずに焦燥感…

　

2
月
17
日
、
五
荘
地
区
公
民
館（
上
陰
）で
、
世
代

間
交
流
な
ど
を
目
的
に「
こ
ど
も
ま
つ
り（
青
少
年
交

流
サ
ロ
ン『
T
↓
f
r
i
e
n
d
s
』主
催
）」が
開
催

さ
れ
、
約
6
0
0
人
の
親
子
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

青
少
年
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
Ｓエ

ス

Ｋケ
ー

Ｂビ
ー

48
）の
協

力
を
得
て
、
約
50
人
の
若
者
が
、
会
場
設
営
か
ら
ゲ

ー
ム
、
運
営
な
ど
、
全
て
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
は
激
安
で
買
い
物
で
き
る「
シ
ョ
ッ
プ

ラ
ン
ド
」や
射
的
・
輪
投
げ
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
な
ど
が

楽
し
め
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド
」な
ど
四
つ
の
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
、
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
暗
闇
で
宝
探
し
を
す
る「
ホ
ラ
ー
ラ
ン
ド
」

は
大
人
気
で
、終
始
、長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

城
崎（
円
山
川
下
流
域
）で
行
わ
れ
て
い
る
ハ
マ
グ

リ
漁
の
テ
レ
ビ
取
材
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
の
企
画「
ひ
な
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
、
ひ
な
祭

り
に
欠
か
せ
な
い
と
い
わ
れ
る
ハ
マ
グ
リ
を
求
め
、

局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
漁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

円
山
川
の
ハ
マ
グ
リ
は
汽
水
域
で
育
ち
、
非
常
に

味
が
良
い
と
の
評
判
も
、
台
風
な
ど
の
影
響
で
漁
獲

量
は
少
な
く
な
り
、
漁
師
で
さ
え
一
日
に
取
れ
る
量

が
数
個
の
と
き
も
…
。
今
や
貴
重
な
食
材
と
な
っ
た

ハ
マ
グ
リ
は
、
悪
天
候
の
影
響
で
な
か
な
か
姿
を
見

せ
ず
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
も
焦
る
ば
か
り
。
し
か
し
、

午
後
に
は
天
候
の
回
復
も
あ
っ
て
、
成
果
を
上
げ
、

無
事
に
漁
を
終
え
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
、
竹
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町

須
谷
）で
、岡　

次
郎
さ
ん
、美
枝
子
さ
ん
夫
婦
の「
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」（
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
竹
野
地

区
セ
ン
タ
ー
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
さ
ん

夫
婦
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
各
地
の
福
祉
施
設
な
ど
を

訪
問
し
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、い
き
い
き
く
ら
ぶ
利
用
者
と
竹
野
認
定
こ
ど

も
園
の
園
児
が
、
交
流
を
兼
ね
て
マ
ジ
ッ
ク
を
観
賞

し
ま
し
た
。園
児
ら
は
空
箱
の
中
か
ら
突
然
ハ
ト
が
出

て
く
る
マ
ジ
ッ
ク
に
大
興
奮
。い
き
い
き
く
ら
ぶ
利
用
者

ら
も
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
、
岡　

次
郎

さ
ん
が「
ま
た
会
お
う
ね
」と
声
を
掛
け
る
と
、
園
児

ら
は「
は
ー
い
」と
元
気
に
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲盛り上がった｢紙ヒコーキ王決定戦」。11.3ｍ飛ばした
畑中優

ゆう

奈
な

さん（三江小４年）が優勝

▲岡さんのマジックを前のめりになって見る園児ら
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ま
る
ご
と
モ
ン
ゴ
ル
雛ひ
な

ま
つ
り

モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
文
化
と

日
本
の
伝
統
行
事
が
素
敵
に
マ
ッ
チ

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲足が進まないっ！…かと思うと、急に滑り出す…竹ス
キーのコントロールに一苦労！

　

2
月
17
日
、
ア
ッ
プ
か
ん
な
べ（
日
高
町
太
田
）で
、

第
1
回
竹
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら

成
人
ま
で
の
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

庶
民
の
遊
び
道
具
と
し
て
各
家
庭
に
1
台
は
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る「
竹
ス
キ
ー
」。
い
つ
し
か
消
え
た
こ

の
遊
び
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」

が
企
画
。
参
加
者
は
、
竹
ス
キ
ー
を
目
の
前
に
、「
懐

か
し
い
」「
滑
れ
る
の
?
」と
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
。

　
「
子
供
」「
男
性
」「
女
性
」の
3
部
門
に
分
か
れ
、
約

30
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

思
う
よ
う
に
滑
ら
な
い
竹
ス
キ
ー
に
悪
戦
苦
闘
し
、

何
と
か
ゴ
ー
ル
す
る
参
加
者
の
姿
に
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲馬頭琴（モンゴル民族の楽器）とドンブラ（カザフ民族の
楽器）のコンサート風景

　

3
月
2
日
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館（
但

東
町
中
山
）で
、「
ま
る
ご
と
モ
ン
ゴ
ル
雛
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
し
た
。
入
口
近
く
の
フ
ロ
ア
で
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
お
茶
ス
ー
テ
ー
ツ
ァ
イ（
岩
塩
入
り
の
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
）と
お
菓
子
の
ボ
ー
ブ
な
ど
の
も
て
な
し

が
あ
り
、
館
内
は
ほ
の
ぼ
の
し
た
雰
囲
気
に
。
来
館

者
は
約
50
点
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
衣
装
の
試
着
や

競
馬
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
写
真
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
馬ば

頭と
う

琴き
ん

・
ド
ン
ブ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
企
画
展
の
写

真
撮
影
者
・
西
村
幹
也
さ
ん
の
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
懐
か
し
く
心
揺
さ
ぶ
る
遊
牧
の
民
の
調
べ
は
、

観
客
を
魅
了
し
、
草
原
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

桂
小
五
郎
の
出
石
潜
伏
を
振
り
返
る

古
絵
は
が
き
・
写
真
が
残
す

出
石
の
歴
史
を
伝
承

出 石出 石
　

3
月
3
日
、
出
石
明
治
館（
出
石
町
魚
屋
）で
、
桂

小
五
郎
の
出
石
潜
伏
を
ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返
る
講
演

会（
出
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）が
あ
り
、
約
30

人
の
市
民
ら
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

中
村
英
夫
さ
ん（
出
石
町
材
木
）が
、
収
集
し
た
古

絵
は
が
き
・
写
真
約
70
枚
を
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
な

が
ら
、
出
石
町
内
に
残
る「
桂
小
五
郎
の
出
石
潜
伏

に
関
係
す
る
記
念
碑
」な
ど
の
解
説
を
加
え
ま
し
た
。

約
80
年
前
と
現
在
の
町
並
み
を
見
比
べ
る
ス
ラ
イ
ド

で
は
、
参
加
者
か
ら
当
時
を
懐
か
し
む
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は「
絵
は
が
き
や
写
真
が
残
し

て
い
る
か
つ
て
の
市
内
の
出
来
事
を
伝
承
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

▲普段何気なく見ていた記念碑の由来を学び、目からう
ろこの参加者

第
１
回
竹
ス
キ
ー
大
会

な
か
な
か
滑
ら
な
い
ス
キ
ー
に

四
苦
八
苦
！
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さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
城
崎
の
魅
力
を
切
り
絵
で
表
現

し
、観
光
客
に「
ま
た
来
た
い
」と
の
思
い
を
演
出
す
る
元
気

な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。伊

賀
二
郎
さ
ん（
69
歳
）城
崎
町
湯
島

城
崎
の
魅
力
を
切
り
絵
に
込
め

作
品
を
通
し
て
城
崎
の
魅
力
を
発
信
‼３部作が飾られた千年の湯権左衛門の食堂城崎文芸館で開催中の｢きのさき五人展｣

た
宿
泊
客
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
作
に
挑
む

　

旅
館
業
の
合
間
に
切
り
絵
…
と

忙
し
か
っ
た
伊
賀
さ
ん
も
、
平
成

23
年
6
月
に
旅
館
業
を
廃
業
。
切

り
絵
一
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
伊
賀
さ
ん
の
元
に
昨
年

の
3
月
、
大
作
の
依
頼
が
舞
い
込

み
ま
す
。
改
装
中
の
旅
館「
千
年

の
湯
権
左
衛
門
」の
宿
泊
者
用
の

食
堂
に
飾
る
3
部
作
の
依
頼
で
す
。

縦
80
セ
ン
チ
、
横
1
6
0
セ
ン
チ

も
の
切
り
絵
は
初
め
て
の
経
験
。

1
点
に
約
3
カ
月
を
費
や
し
ま
し

た
。
7
月
に
、
城
崎
の
秋
祭
り
を

描
い
た「
だ
ん
じ
り
祭
り
」を
納
品
。

10
月
に
は
、
桜
咲
く
春
を
描
い
た

「
木
屋
町
の
桜
」、
12
月
に
は
、
柳

が
揺
れ
る
夏
を
描
い
た「
一
の
湯
」

を
納
品
し
て
3
部
作
完
成
。
宿
泊

客
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

「
城
崎
の
魅
力
が
少
し
で
も
伝
わ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
目
を

細
め
ま
す
。

城
崎
の
魅
力
を
発
信

　

今
年
は
1
年
か
け
て「
城
崎
ま

ち
な
み
シ
リ
ー
ズ
」を
制
作
し
た

い
と
の
こ
と
。「
い
ろ
ん
な
顔
を
持

つ
城
崎
を
、
切
り
絵
で
表
現
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
さ
ら
な
る
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

３部作の一つ｢だんじり祭り｣を制作

笑
う
伊
賀
さ
ん
。「
幸
せ
を
運
ぶ
鳥

が
本
当
に
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
う
れ
し
そ
う
。

切
り
絵
の
魅
力

　

切
り
絵
は
ま
ず
下
絵
作
り
か
ら

始
め
ま
す
。
作
品
に
し
た
い
風
景

を
写
真
に
収
め
、
そ
れ
を
見
な
が

ら
書
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
で
も
、

そ
の
ま
ま
を
描
い
て
も
面
白
く
な

い
の
で「
こ
こ
に
桜
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
」「
柳
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
」と
思
う
も
の
を
配
置
し
ま
す
。

そ
し
て
橋
の
位
置
を
ず
ら
し
た
り

浴
衣
の
女
性
を
描
い
た
り
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
仕
上
げ
ま

す
。「
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
」

と
伊
賀
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
そ
の

後
、
下
絵
に
黒
い
紙
を
重
ね
て
下

絵
の
白
い
部
分
を
切
り
抜
き
ま
す
。

そ
う
し
て
で
き
た
黒
い
フ
レ
ー
ム

の
裏
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
和
紙

を
貼
り
付
け
て
仕
上
げ
ま
す
。「
切

り
絵
に
は
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
面
白
さ
や
色
を
付
け
る
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
水
彩
画
の
よ
う

に
ぼ
か
し
が
き
か
な
い
難
し
さ
も

あ
り
ま
す
」と
苦
楽
が
多
い
様
子
。

　

主
な
作
品
に
、
切
り
絵
絵
は
が

き「
城
崎
温
泉
外
湯
七
湯
め
ぐ
り
」

「
城
崎
の
四
季
」「
こ
う
の
と
り
」な

ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
城
崎
み
や
げ
と
し
て
、
ま

　
「
切
り
絵
を
始
め
る
と
、
何
時

間
で
も
、
何
日
で
も
、
人
と
話
す

こ
と
な
く
や
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」と
話
す
の
は
、
切
り
絵

作
家
の
伊
賀
二
郎
さ
ん
。

切
り
絵
に
魅
せ
ら
れ
て
…

　

伊
賀
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

愛
知
県
で
自
動
車
の
設
計
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
7
年
に
帰
省
。

旅
館
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

伊
賀
さ
ん
の
運
命
を
変
え
た
の

は
、
平
成
9
年
、「
切
り
絵
但
馬
百

景
」取
材
中
の
切
り
絵
画
家
･
久

保　

修
さ
ん（
東
京
都
）と
の
出
会

い
で
し
た
。「
久
保
さ
ん
の
作
品
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」と
語
る
伊

賀
さ
ん
は
、
切
り
絵
の
魅
力
に
は

ま
り
、
独
学
で
切
り
絵
を
始
め
ま

し
た
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
の
深

い
切
り
絵
。
平
成
15
年
に
は
、
市

内
在
住
の
切
り
絵
作
家
･
坂
田
陽

一
さ
ん
の
切
り
絵
教
室
で
本
格
的

に
切
り
絵
を
習
い
ま
し
た
。

　

宿
泊
客
が
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し

た
後
の
約
3
時
間
が
作
品
作
り
の

時
間
。
伊
賀
さ
ん
は
休
む
間
も
な

く
作
品
作
り
に
没
頭
し
ま
し
た
。

　

伊
賀
さ
ん
の
初
期
の
作
品
は
全

て
、
空
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
ん
で

い
ま
す
。「
放
鳥
さ
れ
た
ら
、
城
崎

に
も
飛
ん
で
き
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
切
り
ま
し
た
」と

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中
学
校（
豊
岡
）

案
内
者　

尾お

﨑ざ
き　

祐ゆ
う

く
ん（
３
年
２
組
）、

村む
ら

尾お

奈な

々な

星せ

さ
ん（
３
年
１
組
）、

長な
が

砂す
な

太た
い

賀が

く
ん（
３
年
２
組
）（
左
か
ら
）

い
に
し
え
の
世
界
に
浸
り
、
温
故
知
新

気
ま
ま
に
楽
し
む
古
典
の
会（
豊
岡
）

　

気
ま
ま
に
楽
し
む
古
典
の
会
の

ル
ー
ツ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ぶ
豊
岡
公
民
館
の
学ま
な
び

舎や

講
座
で

す
。
同
講
座
生
の
中
か
ら
、
古
典

を
専
門
に
学
び
た
い
と
い
う
声
が

出
て
、
現
会
長
の
山
本
晃
司
さ
ん

が
発
起
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
森
田
充み
つ

代よ

さ
ん
の
希
望「
条
件

を
つ
け
な
い
で
き
ま

ま
に
指
導
さ
せ
て
ほ

し
い
」と
い
う
こ
と

か
ら
、
会
の
名
前
は

「
気
ま
ま
に
楽
し
む

古
典
の
会
」に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

平
成
8
年
5
月
に

13
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
の
会
員
は
38
人

で
す
。

　

最
初
は
広
く
浅
く
か
ら
入
っ
て

い
き
、
こ
れ
ま
で
、
伊
勢
物
語
や

雨
月
物
語
、
徒
然
草
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
古
典
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
源
氏
物
語
や
枕
草
子
を
じ

っ
く
り
1
年
か
け
て
学
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
近
年
は
、N
H
K

の
大
河
ド
ラ
マ
が
題
材
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
昨
年
は
平
清
盛
、
現

在
は
八
重
の
桜
が
教
材
で
す
。

　

17
年
も
の
長
い
間
続
い
て
い
る

理
由
を
尋
ね
る
と
、
山
本
会
長
は

「
古
典
と
い
う
名
前
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
楽
し
い
お
話
を
聞
く
会
で

あ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
の
会
で
す
か

ら
。
森
田
講

師
も『
い
つ

も
楽
し
そ

う
』と
言
い

な
が
ら
入
っ

て
来
ら
れ
ま

す
」と
答
え

て
い
ま
し
た
。

　

季
節
を
感

じ
る
こ
と
も

大
切
と
、
春

は
花
見
、
夏

は
納
涼
、
秋
は
紅
葉
狩
り
、
冬
は

正
月
行
事
な
ど
を
催
す
中
で
古
典

を
学
び
ま
す
。
出
石
永
楽
館
歌
舞

伎
も
予
習
し
て
観
劇
す
る
と
楽
し

さ
倍
増
で
す
。

　

森
田
講
師
の「
テ
ス
ト
は
な
い

か
ら
気
楽
に
聞
い
て
」の
声
の
下
、

今
日
も
、
笑
い
声
が
響
く
古
典
教

室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▲分かりやすく、楽しい古典教室

学
校
探
検
　 

⑪

い
ま
し
た
。

　

特
徴
あ
る
取
組
み
と
し
て
、「
国

際
交
流
」を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
語
学
研
修
」で

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
10
日

間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
現
地
の

学
校
に
通
い
ま
す
。
学
校
以
外
の

活
動
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家

庭
ご
と
で
体
験
す
る
こ
と
も
異
な

り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
「
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ　

イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
」で
は
、
毎

年
夏
休
み
に
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
・
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
の
学

生
を
迎
え
て
、

約
1
週
間
、
学

校
と
神
鍋
の
ホ
テ
ル
で
、
英
語
に

親
し
み
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。
英

語
だ
け
で
な
く
、
他
国
の
文
化
を

学
ぶ
こ
と
で
、
異
な
る
考
え
方
や

も
の
の
見
方
を
知
り
、
日
本
の
文

化
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま

す
。

　
「
学
習
合
宿
」は
、
年
に
2
〜
3

回
、
神
鍋
の
ホ
テ
ル
に
泊
り
込
み
、

学
習
し
ま
す
。
友
達
と
一
緒
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
習
で
き
る
良

い
機
会
で
す
。

　

近き
ん

梅ば
い

祭（
文
化
祭
）で
は
、
来
校

し
て
い
た
だ
い
た
方
に「
コ
ウ
ノ

ト
リ
募
金
」へ
の
協
力
を
呼
び
掛

け
、
集
ま
っ
た
お
金
を
市
に
寄
付

し
ま
し
た
。「
ラ
ン
ド
セ
ル
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
」で
は
、
自
分
た
ち
が

使
っ
て
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
集
め
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
国
に
送

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
学
見
学
」で
は
、
実

際
に
大
学
や
研
究
の
様
子
を
見
に

行
け
る
の
で
、
良
い
刺
激
に
な
り

ま
す
。
進
学
の
意
欲
を
高
め
、
大

学
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
学
校
に
は
市
外
か
ら
来

る
生
徒
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
を
知
り
、
お
互
い
を
高
め
合

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
、
良
い

行
動
、
取
組
み
は
見
習
い
、
継
続

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編

　

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中
学
校
は

在
校
生
1
9
3
人
で
、校
訓
に「
人

に
愛
さ
れ
る
人　

人
に
信
頼
さ
れ

る
人　

人
に
尊
敬
さ
れ
る
人
に
な

ろ
う
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

同
校
に
通
う
前
生
徒
会
長
の
尾

﨑
く
ん
は
剣
道
部
、
前
副
会
長
の

村
尾
さ
ん
は
琴

部
、
前
書
記
の

長
砂
く
ん
は
英

会
話
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
楽

し
か
っ
た
こ
と

を
聞
く
と
、
尾
﨑
く
ん
は「
試
合

で
勝
ち
進
め
ら
れ
た
こ
と
」、
村

尾
さ
ん
は「
先
輩
た
ち
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
た

こ
と
」、
長
砂
く
ん
は「
A
L
T
の

先
生
と
英
語
で
会
話
を
し
、
通
じ

合
え
た
こ
と
」と
話
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
3
人
に
近
畿
大
学
附

属
豊
岡
中
学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
48

　
〜
不
審
な
メ
ー
ル
等
に
要
注
意
〜
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こ
れ
ま
で
連
載
で
、
障
害
の
あ

る
方
の「
障
害
特
性
」な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。
地
域
で
と
も
に
暮
ら

す
に
は
、
お
互
い
を
よ
く
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
地
域

住
民
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、

「
障
害
特
性
」に
配
慮
し
た
災
害
時

安
心
フ
ァ
イ
ル
の
製
作
、「
生
活
の

場
」と
し
て
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
整
備
、「
支
援
方
法
」

と
し
て
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

で
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
域
支
援
の
み
で
は

解
決
で
き
な
い
専
門
的
な
支
援
を

担
う
障
害
者（
児
）相
談
支
援
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者（
児
）相
談
支
援
事
業

　
地
域
で
暮
ら
す
障
害
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
専

門
の
相
談
員
が
情
報
の
提
供
・
助

言
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
市
内
3
事
業
所
に
障

害
者（
児
）相
談
支
援
事
業
を
委
託

し
て
い
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
な
ど

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
⑫

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
相
談
支
援【
最
終
回
】

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
と
は

　
相
談
員
は
、
障
害
者
相
談
支
援

専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護

支
援
専
門
員
な
ど
の
資
格
を
持
ち
、

専
門
的
に
支
援
を
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

　
サ
イ
ト
業
者
に
雇
わ
れ
た「
サ

ク
ラ
」が
、
架
空
の
人
物
に
な
り

す
ま
し
、
メ
ー
ル
交
換
な
ど
の
有

料
サ
ー
ビ
ス
を
繰
り
返
し
使
う
よ

う
に
仕
向
け
て
、
高
額
な
利
用
料

金
を
だ
ま
し
取
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
や
メ
ー

ル
な
ど
か
ら
意
図
せ
ず
有
料
サ
イ

ト
に
誘
導
さ
れ
て
、
被
害
に
遭
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た「
お
金
を
あ
げ
る
」「
簡
単

に
高
収
入
」な
ど
、
利
益
が
得
ら

れ
る
こ
と
を
う
た
っ
た
広
告
か
ら

誘
導
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

実
際
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

【
事
例
1
】

　
高
収
入
の
人
と
連
絡
先
を
交

換
で
き
る
と
い
う
メ
ー
ル
が
届

き
、サ
イ
ト
に
登
録
し
た
。
す
る

と
、「
8
0
0
万
円
を
援
助
す
る
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
援
助

を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
と
し

て
、
サ
イ
ト
に

数
千
円
を
振

り
込
ん
だ
。
そ

の
後
、
数
十
万

○
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
び
に

サ
イ
ト
利
用
料
が
発
生
す
る
場

合
は
、
特
に
注
意
す
る

　
支
払
い
を
促
す

メ
ー
ル
が
複
数
の

人
や
サ
イ
ト
か
ら

届
い
た
り
、
何
度

も
メ
ー
ル
を
送
る

よ
う
に
指
示
さ
れ
た
り
し
て
、
冷

静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
、
不

本
意
な
支
払
い
を
続
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と
き
は
、

証
拠
を
保
存
し
て
す
ぐ
に
相
談

す
る

　
サ
イ
ト
業
者
と

交
渉
す
る
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
や
り

取
り
が
分
か
る
メ

ー
ル
と
支
払
い
の

記
録（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）が
必
要
で

す
。
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
、
豊
岡

市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

円
の
請
求
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

3
日
間
で
約
1
8
0
万
円
を
振
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
収
入
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

【
事
例
2
】

　
携
帯
電
話
で
内
職
情
報
を
検
索

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
在
宅
ワ
ー
ク

の
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
、
空
メ
ー

ル
を
送
っ
た
。
す
る
と
、「
話
し
相

手
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
8
0
0
万

円
振
り
込
む
」と
い
う
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
内
職
情
報
サ
イ
ト
が
紹

介
し
て
く
れ
た
仕
事
だ
と
思
い
、

現
金
を
受
け
取
る
た
め
に
数
千
円

を
支
払
っ
た
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
数
十
万
円
の
請
求
を

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
収
入
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
支
払
い
は
避
け
る

　
メ
ー
ル
の
相
手
が
実
在
す
る
人

物
か
、
メ
ー
ル
内
容
が
本
当
か
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
極
め
て

困
難
で
す
。「
お
金
を
あ
げ
る
」な

ど
と
い
う
相
手
と
は
、
メ
ー
ル
交

換
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

9
0
0
1

事業所 住所 電話 主たる対象者
豊岡市障害者
相談支援事業所

立野町
12-12 26-6060 身体・知的・精神障害者（児）

北但広域療育セン
ター相談支援事業
「ぴあほくたん」

戸牧
1029-11 22-8688 身体・知的障害者（児）

生活支援センター
ほおずき

戸牧
1510-6 29-1717 精神障害者

＜市委託障害者相談支援事業所＞
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▽
鞍
留
眞
司（
新
堂
）

▽
田
中　

護ま
も
る（
城
崎
町
上
山
）

▽
中
村
正
義（
城
南
町
）

▽
細
田　

優ま
さ
る（
大
篠
岡
）

■
勤
続
章

▽
飯
田
俊
浩（
竹
野
町
三
原
）

▽
岡
田　

貢（
竹
野
町
草
飼
）

▽
岡
村
英
則（
泉
町
）

▽
神
矢　

勝（
竹
野
町
椒
）

▽
達
冨
稔と
し

文ふ
み（
竹
野
町
河
内
）

▽
田
沼　

徹（
日
高
町
万
劫
）

▽
中
井
博
文（
城
崎
町
来
日
）

▽
西
原
廣ひ
ろ

見み（
九
日
市
下
町
）

▽
平
尾
喜よ
し

彦ひ
こ（
竹
野
町
桑
野
本
）

▽
由ゆ

留る

佐さ

眞
一
朗（
城
崎
町
戸
島
）

▽
依よ

田だ

隆り
ゅ
う

司じ（
竹
野
町
下
塚
）

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト

■
優
秀
賞（
兵
庫
県
米
穀
事
業
協

同
組
合
理
事
長
賞
）

▽
並
河
沙
耶
香（
豊
岡
南
中
2
年
）

平
成
24
年
度

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
等
表
彰

■
全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
長
表
彰

▽
土ひ
じ

方か
た

義
明（
出
石
町
町
分
）

▽
間
戸
場　

勲（
出
石
町
内
町
）

▽
安
井
照
代（
三
坂
町
）

平
成
24
年
度

兵
庫
県
統
計
功
労
者
表
彰

■
知
事
表
彰

▽
森
本
妙
子（
出
石
町
長
砂
）

■
知
事
感
謝

▽
石
口　

巖（
小
田
井
町
）

■
経
済
産
業
省
感
謝
状

▽
伊
崎
律
子（
出
石
町
中
村
）

▽
篠
原
道
子（
出
石
町
田
結
庄
）

▽
中
井
博
文（
城
崎
町
来
日
）

ひ
ょ
う
ご
優
良
経
営
賞

■
奨
励
賞

▽（
有
）う
り
た
重
機
興
業（
日
高

町
野
々
庄
）

第
65
回
兵
庫
県
高
等
学
校
新
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

（
2
月
2
〜
4
日
、
三
田
市
）

■
優
勝

▽
井
上
暁と
き
と人（
神
戸
市
立
科
学
技

術
高
2
年
、
日
高
町
日
置
）

▽
藤
本
大た
い

心し
ん（
神
戸
市
立
科
学
技

術
高
1
年
、
日
高
町
鶴
岡
）

豊
岡
市
が
第
22
回
地
球
環
境
大
賞

審
査
委
員
特
別
賞
を
受
賞

　
地
球
環
境
の
保
全
活
動
な
ど
に

熱
心
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
を
表

彰
す
る
第
22
回
地
球
環
境
大
賞（
フ

ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
主
催
）で
、

豊
岡
市
が
審
査
委
員
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
産
業

の
発
展
と
地
球
環
境
の

共
生
を
目
指
し
、
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
豊
岡
市
の
環
境
と
経

済
が
共
鳴
す
る
取
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
高
屋
区
第
12
隣
保

　
1
月
24
日
、
高
屋
で
発
生
し
た

住
宅
火
災
で
、
付
近
の
住
民
が
早

期
に
発
見
し
、
連
携
協
力
し
て
初

期
消
火
お
よ
び
人
命
救
助
を
行
い
、

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
ま
し
た
。

第
42
回
日
本
農
業
賞
・
特
別
部
門

第
9
回
食
の
架
け
橋
賞

■
大
賞

▽
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合（
立
野
町
）

第
13
回
全
国
中
学
生
　
　
　

創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

■
優
秀
賞

▽
太
田
彩あ
さ

巴は（
豊
岡
北
中
2
年
）

消
防
庁
長
官
表
彰

■
功
労
章

▽
坂
岡
政
昭（
但
東
町
小
谷
）

▽
長
岡
健た
け

美み（
日
高
町
宵
田
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
井
原
和
四
郎（
竹
野
町
河
内
）

▽
松
井
勝
己（
塩
津
町
）

■
表
彰
旗

▽
日
高
消
防
団

▽
出
石
消
防
団

第
65
回
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

▽
中
井
博
文（
城
崎
町
来
日
）

▽
宮
下　

晃（
吉
井
）

■
精
績
章

▽
岸
田
政
則（
城
崎
町
湯
島
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

2
歳
お
め
で
と
う
♡
お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
、明
る
く
元
気
に
育
っ
て

ネ
。

（
父 

哲
也
・
母 

早
苗
、下
陰
）

藤村心
こ こ ね

音ちゃん
（平成22年11月27日生）

　

か
あ
く
ん
、生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡
み
〜
ん
な
、か
あ

く
ん
が
大
ス
キ
♡　

（
父 

明
史
・
母 

美
智
子
、加
広
町
）

谷口翔
か け る

海ちゃん
（平成24年6月5日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。
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期
　
間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日（
土
）〜
15
日（
月
）

　
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
掛
け
た

ら
、速
度
を
落
と
し
て
動
き
に
注
意

す
る
な
ど
、「
思
い
や
り
と
ゆ
と
り

の
あ
る
運
転
」に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
重
点
項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
歩
行
者
の
明
る
い
服
装
・

反
射
材
の
着
用

■
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

　
昨
年
、
市
内
で
の
交
通
事
故
死

者
数
は
9
人
で
、
そ
の
う
ち
6
人

が
高
齢
者
で
し
た
。

　
市
は
、
平
成
25
年
度
も
引
き
続

き「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策

推
進
地
域
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど

事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
運
転
免
許
自
主
返
納
制
度

　
65
歳
以
上
で
、
運
転
に
自
信

が
な
く
な
っ
た
方
や
家
族
か
ら

「
運
転
が
心
配
」と
言
わ
れ
た
方
は
、

警
察
に
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し

ま
し
ょ
う
。

　
返
納
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
典

（
路
線
バ
ス
の
料
金
半
額
、
市
内

の
温
泉
入
浴
料
の
減
額
な
ど
）が

あ
り
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　
☎
21

9
0
0
1

催
　
し

平
成
25
年
度
豊
岡
市

日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

日
4
月
7
日（
日
）午
前
9
時
〜

所
日
高
総
合
支
所
前
駐
車
場（
日

高
町
祢に
ょ
う布
）

内
表
彰
式
、分
列
行
進
、一
斉
放
水

※
4
月
6
日（
土
）午
前
8
時
か
ら

7
日（
日
）正
午
ま
で
、
日
高
総

合
支
所
前
駐
車
場
は
使
用
不
可
。

4
月
7
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
総
合
支
所
前
の
市

道
を
車
両
通
行
止
め
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
高
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　

☎
21

9
0
5
2

第
10
回                  

と
よ
お
か
・
こ
ど
も
ま
つ
り

■
パ
ー
ト
Ⅰ「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
」

日
4
月
13
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
2
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

対
子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
、家
族

料
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
で
材
料
費
必
要

内
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー（
お
弁
当
屋

さ
ん
ご
っ
こ
、
電
車
ご
っ
こ
、

お
話
の
部
屋
な
ど
）、う
き
う
き

バ
ザ
ー
、
食
べ
っ
子
コ
ー
ナ
ー
、

お
楽
し
み
ス
テ
ー
ジ

■
パ
ー
ト
Ⅱ「
絵
本
と
マ
ジ
ッ
ク

と
音
楽
ラ
イ
ブ
in
と
イ
ン

よ
お
か
」

日
①
6
月
28
日（
金
）午
後
7
時
〜

9
時
②
6
月
29
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
　
ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

内
①
お
と
な
だ
け
の
ス
イ
ー
ツ
コ

ン
サ
ー
ト
②
親
と
子
ど
も
の
あ

っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト

対
①
中
学
生
以
上
②
2
歳
以
上
の

幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者
、
一

般
料
①
2
千
円（
ケ
ー
キ
・
飲
み
物

付
き
）②
中
学
生
以
上
8

 
0
 

0
円
、
小
学
生
3
0
0
円
、
幼

児
2
0
0
円

定
①
1
2
0
人
②
3
0
0
人

申
方
窓
口
に
来
訪
ま
た
は
電
話

申
期
①
4
月
18
日（
木
）〜
定
員
に

な
る
ま
で
②
4
月
19
日（
金
）〜

定
員
に
な
る
ま
で

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
24

4
6
0
4

第
3
回
菓
子
祭
前
日
祭

日
4
月
20
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時
30
分

所
豊
岡
駅
通
商
店
街

※
歩
行
者
天
国
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日程 内容

８月９日
（金）

平田オリザin豊岡
高校生演劇特別ワー
クショップ

８月18日
（日） 高校生バンド☆バトル

８月25日
（日）

福島県立いわき総合
高校演劇部豊岡公演＆
ワークショップ（予定）

11月２日
（土）

但馬高校アートフェ
スティバル

内
菓
子
店（
70
店
以
上
）の
出
店
販

売
、
お
菓
子
に
関
す

る
企
画
と
出
店
販
売
、

お
菓
子
ア
ー
ト
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

※
協
賛
飲
食
店
に
よ
る
特
典
あ
り

問
豊
岡
商
工
会
議
所

　
☎
22

4
4
5
6

第
10
回
国
府
ふ
れ
あ
い
観か
ん
桜お
う

会え

日
4
月
14
日（
日
）午
前
11
時
〜
午

後
2
時（
雨
な
ど
で
終
了
時
間

が
早
ま
る
場
合
あ
り
）

所
国
府
ふ
れ
あ
い
公
園（
日
高
町

野
々
庄
・
日
高
中
央
浄
化
セ
ン

タ
ー
横
）

内
お
茶
会
、短
歌
、和
楽
器
演
奏
、バ

ザ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

※
お
茶
券
は
前
売
り
2
5
0
円
で
、

国
府
地
区
公
民
館
で
販
売（
当

日
3
0
0
円
）

問
国
府
地
区
公
民
館

　
☎
42

5
2
4
4

大た
い

師し

山や
ま

自
然
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

日
4
月
14
日（
日
）午
前
9
時
〜
　

※
雨
天
決
行

所
大
師
山
自
然
公
園（
引
野
）

内
寿
司
・
甘
酒
・
お
で
ん
な
ど
の

バ
ザ
ー

問
引
野
区
　
赤
木
秀ひ
で

規の
り

さ
ん

　
☎
23

2
8
0
3

豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
4
月
14
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
　
ほ
っ
と
ス

　
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

演
奏
曲
目
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
、

と
な
り
の
ト
ト
ロ
、
コ
パ
カ
バ

ー
ナ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
唄
な
ど

他
隊
員
随
時
募
集
中（
合
唱
隊
・
弦

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
隊
・
吹
奏
楽

隊
）

問
豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊
事
務

局
　
磯
　
哲
郎
さ
ん

　
☎
22

6
8
8
6

募
　
集

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
〒
6
6
8ｰ

0
0
3
1　

大
手
町
4

ｰ

5
） 

申
問
☎
24ｰ

3
0
0
0

Ｆ
☎
24ｰ

3
0
0
4

メinfo@
platz-npo.com

■
高
校
生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
高
校
生
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」

　
　

募
集

　
高
校
生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ア
ー
ト
デ

ィ
レ
ク
タ
ー（
実
行
委
員
）を
募
集

し
ま
す
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧

応
募
資
格
高
校
生

※
保
護
者
の
同
意
が
必
要

活
動
内
容
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
実
行
準

備
や
公
演
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

募
集
人
数
20
人
程
度

申
方
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
学
校
名（
学

年
）、
動
機
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
5
月
31
日（
金
）必
着

■
第
6
回
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
募
集

　「
第
6
回
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
す
る
た
め
に
、会
議

へ
の
参
加（
月
1
回
程
度
）や
イ
ベ

ン
ト
の
宣
伝
、
当
日
の
運
営
な
ど

を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
8
月
18
日（
日
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
　
ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

応
募
資
格
高
校
生
以
上
の
方

※
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

募
集
人
数
20
人
程
度

申
方
任
意
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
5
月
15
日（
水
）必
着

但
馬
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー（
じ
ば
さ
ん
但
馬
）

1
階
食
堂
の
出
店
者
募
集

店
舗
種
類
飲
食
店

店
舗
規
模
客
席
66
平
方
メ
ー
ト
ル
、

厨
房
50
・
7
平
方
メ
ー
ト
ル

店
舗
住
所
大
磯
町
1

79
　
但
馬

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

1
階

契
約
保
証
金
50
万
円

使
用
料
月
7
万
円（
業
態
に
よ
り

相
談
可
）

※
共
益
費（
電
気
・
上
下
水
道
代

な
ど
）は
別
途
必
要

契
約
期
間
3
年
間（
以
後
1
年
ご

と
に
更
新
）

選
考
方
法
面
接

申
方
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
規
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、
持
参

申
期
4
月
20
日（
土
）

申
問
一
般
財
団
法
人
但
馬
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
☎
24

5
5
5
1〔
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
〕
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子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

　

在
宅
で
子
育

て
を
し
て
い
る

親
子
の
グ
ル
ー

プ
活
動
を
、
月

2
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
通
信
費
な
ど
の
実
費

定
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
親

子
1
0
0
組

※
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
は
、
特
に

設
定
な
し

申
方
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
提
出

※
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
は

が
き
に
住
所
、氏
名（
親
子
）、子

ど
も
の
生
年
月
日
・
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
可

申
期
4
月
5
日（
金
）〜
19
日（
金
）

必
着

問
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

　

☎
29

0
0
5
3

「
但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
」募
集

募
集
内
容
あ
な
た
が
今
取
り
組
ん

で
い
る
夢
や
こ
れ
か
ら
取
り
組

も
う
と
考
え
て
い
る
夢
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
道
筋（
＝「
但
馬

夢
シ
ナ
リ
オ
」と
呼
ぶ
）

応
募
資
格
但
馬
在
住
・
在
勤
の
方
、

週
末
を
但
馬
で
過
ご
す
方
、
但

馬
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
方
、
但

馬
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど

（
個
人
、
団
体
、
年
齢
問
わ
ず
）

但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
の
活
用
方
法

・
原
則
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
、
地
域
で
共
有

・
但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
の
具
体
化
に

当
た
っ
て
、
自
主
的
な
取
組
み

の
推
進
、
公
民
の
参
画
・
協
働

に
よ
る
取
組
み
を
展
開

申
方
指
定
の
応
募
様
式（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
4
月
30
日（
火
）必
着

他
但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
の
実
現
を
支

援
す
る
助
成
事
業
も
併
せ
て
募

集
申
問
但
馬
県
民
局
県
民
協
働
室
ビ

ジ
ョ
ン
課（
〒
6
6
8
0
0
2

5　

幸
町
7

11
）

　

☎
26

3
6
1
5

　
メtajim

akem
@
pref.hyogo.

lg.jp

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.　

　

lg.jp/tjk02/sinario/

　
　
　
　
　
　
　

 bosyu2.htm
l

看
護
職
員
奨
学
金
貸
与
制
度

貸
与
学
生
募
集

対
平
成
25
年
4
月

現
在
、
看
護
師

ま
た
は
助
産
師

養
成
施
設
に
在
籍
し
、
当
該
免

許
取
得
後
直
ち
に
組
合
立
病
院

で
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
方

※
組
合
立
病
院
で
勤
務
す
る
時
点

で
の
年
齢
が
45
歳
以
下
の
方

※
5
年
間
一
貫
教
育
の
高
等
学
校

の
場
合
、
看
護
専
攻
科
相
当
学

年
在
籍
の
方

募
集
人
員
35
人
程
度

貸
与
金
額
月
5
万
円

選
考
応
募
書
類
と
面
接
に
よ
る

試
験
日
所
4
月
20
日（
土
）・
公
立

豊
岡
病
院

申
期
4
月
1
日（
月
）〜
17
日（
水
）

必
着

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

※
履
歴
書
な
ど
は
組
合
の
所
定
用

紙
あ
り

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

理
事
務
所
総
務
部
人
事
課　

　

☎
22

6
1
1
1

豊
岡
市
長
杯（
コ
ウ
ノ
ト
リ
杯
）シ

ン
グ
ル
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
4
月
28
日（
日
）午
前
9
時
〜

※
予
備
日
な
し

所
神
美
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
神
美
台
）

種
目
男
女
シ
ン
グ
ル（
ク
ラ
ス
分

け
は
A
B
級
、
C
D
級
）

※
各
ク
ラ
ス
4
組

以
上
の
参
加
が

あ
れ
ば
開
催

試
合
方
法

・
予
選
…
4
組
ま
た
は
3
組
に
よ

る
リ
ー
グ
戦

・
本
戦
…
各
予
選
リ
ー
グ
1
・
2

位
と
3
・
4
位
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦

センター名 対象地域 対象 申込み･問合せ
子育て総合
センター 豊岡 ０～３歳児

と保護者
〒668-0031大手町4－5
☎24-4604 FAX24-4740

城崎子育て
センター

城崎（港
地区可）

就学前乳幼
児と保護者

〒669-6195城崎町桃島1057-1
☎・FAX32-4666

竹野子育て
センター 竹野 〒669-6211竹野町和田389-1

☎・FAX47-2030
日高子育て
センター 日高 〒669-5391日高町祢布920

☎・FAX42-4610
出石子育て
センター 出石 〒668-0214出石町内町1

☎・FAX52-6188
但東子育て
センター 但東 〒668-0393但東町出合150

☎21-9079 FAX54-1025

活
動
内
容
子
育
て
に
関
す
る
情
報

交
換
や
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び

な
ど
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※
各
試
合
1
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ（
予

選
は
ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
12

ポ
イ
ン
ト
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

※
参
加
組
数
、
天
候
な
ど
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
あ
り

料
2
千
円（
当
日
徴
収
）

募
集
人
数
男
女
各
20
組

申
方
任
意
用
紙
に
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
ク
ラ
ス
な
ど
を
記
入

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル

申
期
4
月
20
日（
土
）

申
問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会（
チ
ー
ム

と
よ
お
か
）　

齋
藤
直
喜
さ
ん

　
☎
0
9
0
3
4
9
6
3
7
3
9

　
Ｆ
44

0
2
8
1

　
メinfo@

toyooka-tennis.com

教
室・
講
座

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
5
月
8
日
・
15
日
、6
月
12
日
・

26
日
、7
月
10
日
・
17
日
い
ず

れ
も
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分（
6
回
コ
ー
ス
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

調
理

実
習
室（
立
野
町
）

対
3
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

内
育
児
講
話
、
調
理
実
習

料
1
組
1
5
0
0
円（
6
回
分
）

定
15
組

申
期
4
月
15
日（
月
）〜
5
月
2
日（
木
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

ナ
イ
タ
ー
、
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス教室

■
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

日
4
月
15
日
〜
7
月
29
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

15
分（
祝
日
を
除
く
）

※
4
月
15
日（
月
）は
無
料
体
験
日

対
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
方

内
テ
ニ
ス
の
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
を
学
ぶ

料
6
千
円（
ボ
ー
ル
、
コ
ー
ト
使

用
料
な
ど
）

※
中
途
申
込
み
は
残
り
の
回
数
分

定
20
人
程
度

申
方
任
意
の
用
紙
に
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル

■
ジ
ュ
ニ
ア
・
テ
ニ
ス
教
室

日
4
月
15
日
〜
7
月
29
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
6
時
〜
7
時
15
分

（
祝
日
を
除
く
）

※
4
月
15
日（
月
）は
無
料
体
験
日

対
市
内
の
小
・
中
学
生

内
テ
ニ
ス
の
基
礎
を
学
ぶ

料
4
千
円（
ボ
ー
ル
、
コ
ー
ト
使

用
料
な
ど
）

※
中
途
申
込
み
は
残
り
の
回
数
分

定
10
人
程
度

申
方
任
意
の
用
紙
に
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル

共
通
事
項

所
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
戸
牧
）

指
導
日
本
体
育
協
会
公
認
テ
ニ
ス

指
導
者
、豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会
員

場
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

（
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
若
干
あ
り
）

申
問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会（
チ
ー
ム

と
よ
お
か
）　

齋
藤
直
喜
さ
ん

　
☎
0
9
0
3
4
9
6
3
7
3
9

　
Ｆ
44

0
2
8
1

　
メinfo@

toyooka-tennis.com

出
石
高
等
学
校

地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

対
但
馬
地
域
在
住
の
方

開
講
日
毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
5

分
〜
2
時
55
分（
初
回
開
講
予
定

日
4
月
15
日
、年
間
20
回
程
度
）

科
目　

①
美
術
概
論（
美
術
工
芸
制
作
実

習
、
鑑
賞
な
ど
）

②
書
道
概
論（
漢
字
書
法
の
基
礎

と
実
用
書
な
ど
）

※
い
ず
れ
か
選
択

講
師
①
京
都
精
華
大
学
教
授
お
よ

び
地
元
美
術
家
②
書
道
家
、
京

都
花
園
大
学
教
授
お
よ
び
地
元

表
具
師

受
講
料
3
2
4
0
円（
教
材
費
千

円
程
度
別
途
必
要
）

定
各
5
人
程
度

申
期
3
月
25
日（
月
）〜
4
月
15
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

申
問
出
石
高
等
学
校
事
務
室

　

☎
52

3
1
3
1

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
4
月
20
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時
※
予
約
制

所
市
民
会
館（
立
野
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
4
月
20
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6
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平
成
25
年
度
妊
娠
総
合
相
談

　
不
妊
の
悩
み
か
ら
治
療
の
方
法

や
内
容
、
妊
娠
に
関
す
る
疑
問
や

不
安
な
ど
、
何
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い（
個
人
の
秘
密
は

厳
守
）。

○
電
話
相
談

日
毎
月
第
1
･
3
土
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

相
談
専
用
番
号

　
☎
0
7
8
3
6
0
1
3
8
8

相
談
者
助
産
師

○
面
接
相
談

日
毎
月
第
2
土
曜
日
・
第
4
水
曜

日
午
後
2
時
〜
5
時

※
相
談
の
3
日
前
ま
で
に
要
予
約

予
約
専
用
番
号

　
☎
0
7
8
3
6
2
3
2
5
0

所
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
神
戸
市
）

相
談
者

・
毎
月
第
2
土
曜
日
…
助
産
師

・
毎
月
第
4
水
曜
日
…
産
婦
人
科

医
師
、
泌
尿
器
科
医
師

問
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
健

康
増
進
課

　
☎
0
7
8
3
6
2
3
2
5
0

　
Ｆ
0
7
8
3
6
2
3
9
1
3

試
　
験

兵
庫
県
警
察
官
採
用
選
考
試
験

募
集
人
数

・
一
般
選
考（
男
性
）3
0
0
人
程
度

・
一
般
選
考（
女
性
）25
人
程
度

・
特
別
選
考
6
人
程
度

試
験
日
内

○
第
一
次
試
験

・
5
月
12
日（
日
）午
前
8
時
45
分

〜
午
後
2
時
・
教
養
、論
文
試
験

・
5
月
28
日（
火
）〜
6
月
6
日（
木
）

の
う
ち
の
指
定
す
る
1
日
・
体

格
、
体
力
検
査

○
第
二
次
試
験

・
6
月
24
日（
月
）〜
7
月
8
日（
月
）

の
う
ち
の
指
定
す
る
1
日

申
期

・
郵
送
…
4
月
12
日（
金
）消
印
有
効

・
持
参
…
4
月
18
日（
木
）

※
募
集
資
格
、試
験
場
所
、申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
豊
岡
北
警
察
署
警
務
課

　
☎
32

0
1
1
0
、
豊
岡
南
警

察
署
警
務
課
☎
24

0
1
1
0

そ
の
他

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス

共
通
利
用
券
の
申
請

　
市
で
は
、重
度
の
障
害
の
あ
る
方

の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

等
利
用
料
金
助
成
事
業
」を
、平
成

25
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
で
、
希
望
す
る
場

合
は
、
利
用
券
の
交
付
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所

持
者

・
療
育
手
帳
A
判
定
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
所
持
者

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
減
免
者
、
豊
岡
市
実

施
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
対
象
外

助
成
額
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
1
回
の

乗
車
に
つ
き
、
上
限
5
0
0
円

※
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
限
り
、

1
0
0
円
単
位
で
助
成

交
付
枚
数
申
請
し
た
月
か
ら
当
該

年
度
分
の
利
用
券
を
一
括
交
付

（
5
0
0
円
分
の
利
用
券
を
月

4
枚
交
付
、
年
度
上
限
48
枚
）

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

通
院
の
方
に
は
、
月
13
枚
交
付

（
年
度
上
限
1
5
6
枚
）

申
請
に
必
要
な
も
の
対
象
と
な
る

手
帳
と
印
鑑（
代
理
申
請
可
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

4
月
1
日
か
ら
豊
岡
市
エ
コ
ハ

ウ
ス
の
開
館
日
が
変
わ
り
ま
す

　
4
月
1
日
か
ら
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ

の
戸
島
湿
地
内
に
あ
る

豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
の

開
館
日
を
変
更
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊

岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、

環
境
関
係
の
行
事
を
開
催
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
変
更
後
の
開
館
日
な
ど

・
開
館
日
…
水
〜
土
曜
日（
4
日
間
）

・
開
館
時
間
…
午
前
9
時
〜
午
後

5
時

問・
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス

　
☎
20

1
6
1
5

・
地
域
戦
略
推
進
課

　
☎
21

9
0
1
2

「
難
病
等
」の
方
も
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す

　
4
月
に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
総

合
支
援
法
で
は
、
障
害
者
の
範
囲

に「
難
病
等
」の
方
が
加
わ
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
は
、
必
要
と
認
め
ら

れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
24

7
0
3
3



広報とよおか　2013.3.2535
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

負担者

事業
の種類

①労働者
負担

②事業主
　負担

①＋②
雇用保険
料率

失業等給
付の保険
料率

雇用保険
二事業の
保険料率

一般の事業 5/1000 8.5/1000 5/1000 3.5/1000 13.5/1000

農林水産清
酒製造の事
業

6/1000 9.5/1000 6/1000 3.5/1000 15.5/1000

建設の事業 6/1000 10.5/1000 6/1000 4.5/1000 16.5/1000

＜平成25年度雇用保険料率（4月1日～平成26年3月31日）＞

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト（
神
武
山
公
園・

中
央
公
園
）に
ぼ
ん
ぼ
り
が    

点
灯
し
ま
す

　
今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
神
武
山
公
園（
山
王
町
）

と
中
央
公
園（
京
町
）に
ぼ
ん
ぼ
り

を
点
灯
し
ま
す
。
お
花
見
、
夜
桜

見
物
な
ど
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間
4
月
1
日（
月
）〜
14
日

（
日
）（
桜
の
開
花
時
期
）

※
桜
の
開
花
状
況
で
期
間
変
更
あ
り

■
公
園
利
用
の
お
願
い

・
公
園
内
に
は
ご
み
箱
を
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
。
環
境
の
た
め
に

も
、
ご
み
は
持
ち
帰
り
分
別
し

て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
花
見
後
、後
片
付
け
は
各
自
が

責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
神
武
山
公
園
は
、
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
管
理
係

　
☎
23

1
7
1
2

平
成
25
年
度
雇
用
保
険
料
率
の

お
知
ら
せ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　
☎
23

3
1
0
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　
☎
22

6
1
1
1

事
業
所
対
象
金
融
相
談
の
　

日
時
・
場
所
が
変
わ
り
ま
す

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、

個
々
の
お
客
さ
ん
の
信
用
保
証
の

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
資
金

繰
り
相
談
や
経
営
支
援
策
の
提
案

を
行
う
な
ど
、
金
融
相
談
体
制
を

拡
充
す
る
た
め
、
4
月
か
ら
、
日

時
・
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

○
変
更
後
の
日
時
な
ど

・
日
時
…
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

・
場
所
…
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会

但
馬
支
所
事
務
所（
寿
町
）

※
変
更
前
…
毎
週
月
・
火
曜
日
、

市
役
所
南
庁
舎
別
館

問
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
但
馬
支

所
☎
22

5
1
7
1

市
立
東
保
育
園
の
公
募
選
定
な
ど
に

係
る
誤
り
の
お
詫
び

　
市
立
東
保
育
園
の
公
募
選
定
と

私
立
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
費

補
助
金
の
交
付
に
お
い
て
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
信
頼
を
損
な
い
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
今
回
の
誤
り
を
厳
正
に
受
け
止

め
、
今
後
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
事
務
処

理
体
制
を
強
化
し
、
再
発
防
止
に

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
企
画
課

　
☎
21

9
0
0
3

役職 氏　名 出身地域（地区）
会長 村田　正次豊岡（田鶴野）

副会長

片山　正之出石（弘道）
川崎　　登城崎（城崎）
丹賀　正康竹野（竹野南）
井上　　薫日高（日高）
藤田明治郎但東（資母）

会計 野竿　　豊豊岡（新田）

監事
西村　充春豊岡（五荘）

木瀬　堯
た か み

后 竹野（中竹野）

理事

佐野　守男豊岡（八条）
小林　啓作豊岡（市街地）
高木　　務豊岡（市街地）
森田　　進豊岡（三江）
今井　　悟豊岡（中筋）
島本　又治豊岡（港）
石原　章二豊岡（奈佐）

加谷　　定
さだむ
豊岡（神美）

瀬川　孝光城崎（城崎）
笠浪　輝彦竹野（竹野）
松原　利雄日高（国府）
高木　文夫日高（八代）
稲田　利夫日高（三方）
和田　公弘日高（清滝）
井上　正治日高（西気）
川﨑　幹夫出石（室

むろ

埴
はに

）
中西　繁博出石（小坂）

加藤　幸
こう

洋
よう
出石（小野）

森脇　與
よ

一
いち
但東（合橋）

田口　　保但東（高橋）

豊岡市区長連合会 平成25年
役員が決まりました

《問合せ》総務課行政係
　　　　 ☎23－1116

月日 担当医師・
住所

４
月

７日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

14日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）



　４月23日（火）は、「子ども読書の日」。また、この日か
ら５月12日（日）までは、第55回「こどもの読書週間」です。
年々大きな盛り上がりを見せるこどもの読書週間の今
年の標語は、「たくさん読んで　大きくなあれ」です。

　春の穏やかな日ざしの中で、家族で読書を楽しみま
せんか。図書館では、お子さんから、お父さんお母さん、
おじいちゃんおばあちゃんなど、皆さんに楽しんでいただ
けるたくさんの本を取りそろえ、お待ちしています。

－春の子ども読書週間〔4月23日（火）～5月12日（日）〕－

春の本
< 一 般 >

遅咲きのひと～人生の第四
コーナーを味わう～
足立則夫／著（日本経済新聞社）

　全集に納められた作品の６割が、
60歳を過ぎてからの作という与謝蕪
村、隠居後に歴史に残る仕事をした伊
能忠敬など、人生の後半を豊かに生
き抜いた人々の生き方の魅力に迫る。
何かを始めるのに遅すぎるということ
はないと励まされる一冊。

< じ ど う >
すばらしいとき
ロバート・マックロスキー／文･絵、
渡辺茂男／訳（福音館書店）

　春がやってきた。静まりかえった世界
の中から、シダが育ち、背伸びしながら芽
をひろげていく音が聞こえてくる。青い
水はきらめき、子どもたちは歌い始める。
　入江に浮かぶ島々の春から夏の終わ
りまでの季節の移り変わりを詩情豊かに
描いた絵本。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

4月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所2階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

4月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 月
2 火 (休館日)

3 水 10：30～
本館 いっしょにおはなし会　幼
竹野 にじっこえほん(竹野子育てセンター)　乳 幼
出石 えほんのとびら(出石子育てセンター)　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
4 木
5 金 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

6 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！｢あっちもこっちも　お花でいっぱい！」
（工作：お花紙の花束）　幼 児

但東 おはなしのもり(工作：春色のモビール)　幼 児
7 日
8 月
9 火 (休館日)
10 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11 木
12 金

13 土
10：10～ 本館 土曜としょかん(工作：ねんどのスイーツ)　幼 児

10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：紙コップ工作）　児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14 日
15 月
16 火 (休館日)

17 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ おはなしのゆりかご　乳

18 木 10：30～ 日高 絵本の時間(日高子育てセンター)　乳
19 金
20 土
21 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
22 月
23 火 (休館日)
24 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

25 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

26 金 (休館日)

27 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼
28 日
29 月 (休館日)
30 火 (休館日)
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4月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 すべり台や三輪車、ボールなどで遊ぶ

日　時 17日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のはなし、親子交流、計測など

日　時 20日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子あそび、簡単おもちゃ作り

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　
内　容 絵本の読み聞かせ、本の紹介、季節の折り紙製作

ベビーマッサージ

４月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

なかよし広場

パパと遊ぼうデー

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ １日（月）、25日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 18日(木)午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

そとあそび広場　※雨天時などは中止

絵本の読み聞かせの会

そとあそび広場　於：出石総合支所前芝生広場

そとあそび広場　於 : 出合右岸公園

日　時 ①16日（火）午前10時15分～11時30分②30日（火）午前10時15分～11時30分
場　所 ①国府ふれあい公園②日高町民公園
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場で遊びましょう

日　時 18日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 25日（木）午前10時～11時30分
対　象 ４カ月～１歳までの乳児と保護者　先着25組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんのスキンシップの話、参加者交流
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん
持ち物 バスタオル
申込開始 10日（水）

日　時 26日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
テーマ 子どもと躾（しつけ）
申込開始 15日（月）

日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 桜並木を散歩しながら公園で戸外遊び
持ち物 お茶、ベビーカー（赤ちゃん）　※子育てセンターに集合

アウトドアクッキング

おはなし広場

そとあそび広場　悪天候時は中止

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ

パパとあそぼうデー　おやこっこ運動遊び

そとあそび広場　於：城崎駅通り公園

絵本の読み聞かせと折り紙

なかよし広場

こいのぼり製作

日　時 ９日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 外でホットドッグを焼こう
持ち物 牛乳パックを開かないで２本、お茶
参加料 １家族100円 申込期間 ２日（火）～５日（金）

日　時 ６日（土）、20日（土）、27日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 ①５日（金）②10日（水）③19日（金）④22日（月）いずれも午前10時15分～
場　所 ①しばっこ広場②③総合体育館前芝生広場④中央公園（いこい）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外遊び、子育て相談

日　時 17日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 21日（日）午前10時～11時15分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　　先着20組
講　師 こども育成課 仲義 健
申込開始 ４日（木）

日　時 12日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外遊び（雨天時は中止）

日　時 25日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙指導

日　時 18日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話・発育子育て相談

日　時 30日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
申込開始 ９日（火）

わいわいコーラス
日　時 16日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 ３日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

にじっこ絵本

そとあそび広場　於 : たけのこ村
日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者

日　時 ７日（日）午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児および保護者
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

広報とよおか　2013.3.2537



施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■見てぇなダンス2013
　地元で活動しているダ
ンサーによるダンスイベ
ントです。

■平成25年度豊岡市民プラザ10周年記念事業
　『豊岡市民プラザ10周年感謝祭』
　～さあ元気で行こう‼～
　日頃の感謝の気持ちを込めて｢ほっとステージ｣では、
市民の舞台パフォーマンスなどを披露、｢市民活動室｣
では、サークル活動の紹介･作品展示を行います。

■佐渡  裕芸術監督プロデュースオペラ2013
　『セビリャの理髪師』
　県立芸術文化センター
の大人気企画「佐渡 裕芸
術監督プロデュースオペ
ラ｣。今年は、待望の県
内ツアーが実現！演目
は、ロッシーニの傑作喜
劇『セビリャの理髪師』。
心ときめく音楽とユーモアがたっぷり詰まった恋
のオペラです。国内外からの豪華キャストと一流の
スタッフ陣が、プロの技を結集して創り上げる世界
水準の舞台。磨き抜かれた歌唱、迫力のオーケスト
ラ。佐渡 裕のタクトのもと客席を巻き込んで圧倒
的な感動を呼ぶ夢の舞台をお届けします！

■ひぼこホール開館19周年記念
　メモリアルコンサート

　出石町内の七つ
の合唱団によるコン
サートです。ぜひ、
お越しください。

　７月28日（日）　開演15：00（開場14：30）
◇上演形式　演奏会形式（全２幕　日本語上演）
◇出　演　指揮：佐渡 裕

オペラ歌手：林 美智子・鈴木 准 他５人
管弦楽：兵庫芸術文化センター管弦楽団
合唱：ひょうごプロデュースオペラ合唱団

◇入場料　全席指定
　　　　　Ｓ席一般4,000円、高校生以下2,000円
　　　　　Ａ席一般3,500円、高校生以下1,500円
　　　　　（当日券は各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　７月19日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　４月21日（日）
　開演18：30
（開場18：00）
◇出演団体　出石少年少女合唱団、赤とんぼの会、
女声合唱団カモミール、出石カトレアコーラス、
出石混声合唱団、ドルチェフィオーレ、トマト
コーラス

◇入場料　全席自由500円（前売り・当日共）
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　４月28日（日）
　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　８組〔３BらびぃJr、H

ヒップ
ip♡ポップコーン、

K
キ ン キ
inki U

ユニバーシティ
niv. J

ジュニア
r . D

ダ ン ス
ance C

ク ラ ブ
lub、P

ピーエーエル
･A･L、Y

ヤ ス シ
asushi、

倶楽部103ダンス部、マカナアロハフラ、モダ･ラ
ティーナ〕

◇入場料　全席自由一般500円、高校生以下無料
◇一時保育　４月18日（木）までに申し込みください。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館でも購入できます。

C2012｢夢売るふたり｣　製作委員会

■プラザ　シネマ・シネマ『夢売るふたり』
　ブルーリボン賞監督賞を
２度受賞した西川美和監督
が描く人類の謎、男女エン
ターテインメント。

　５月６日（月・休）
　上映10：00・13：00・
　　　16：00・19：00～
◇場　所　ほっとステージ
◇主　演　松たか子、
　　　　　阿部サダヲ　※R15指定作品
◇入場料　一般1,000円、ペア1,800円
◇一時保育　4月26日（金）までに申し込みください。

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

【ステージ部門】
　５月３日（金・祝）　14：00～舞台パフォーマンス
　５月４日（土・祝）　13：30～カラオケまつり
　５月５日（日・祝）　14：00～プラザミュージックライブ
【紹介・展示部門】
　５月３日（金・祝）～６日（月・休）　９：00～17：00
◇場　所　ほっとステージ、リハーサル室、市民活動室

Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ
◇入場料　無料
◇一時保育　4月26日（金）までに申し込みください。
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平成25年３月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

4月の主な行事
APRIL

平成25年

17（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）なかよし広場
（10：15～出石子育てセンター）

18（木）なかよし広場（10：30～城崎子育てセンター）
19（金）
20（土）第３回菓子祭前日祭（10：00～駅通商店街）パパと遊ぼうデー

（10：30～出石子育てセンター）

21（日）菓子祭（９：00～中嶋神社境内）田んぼの学校
（９：30～コウノトリ文化館周辺）

鳥居やすらぎ市民農園春まつり
（10：00～鳥居やすらぎ市民農園）

出石そば喰い大会
（11：00～出石総合支所前広場）

ひぼこホール開館19周年記念メモリアルコン
サート（18：30～出石文化会館ひぼこホール）

22（月）
23（火）
24（水）そとあそび広場（10：30～たけのこ村）
25（木）絵本の読み聞かせと折り紙（10：30～城崎子育てセンター）

26（金）
27（土）
28（日）神鍋高原水仙まつり（10：00～道の駅｢神鍋高原｣）

見てぇなダンス2013
（14：00～豊岡市民プラザ）

29（月）昭和の日清滝溶岩流まつり（９：30～清滝地区公民館）

30（火）こいのぼり製作（10：30～城崎子育てセンター）

ひ
と
り
ご
と

1（月）第59回企画展｢モンゴル写真展｣（日本・モンゴル民族博物館、～９日）
出石桜まつり(18：00～出石城跡)
第６回特別展｢鳥―ヒトとトリの考古学―｣

（但馬国府・国分寺館、～５月７日）
企画展「南極でとり壊された犬ゾリ」

（植村直己冒険館、～５月28日）

2（火）
3（水）にじっこ絵本（10：30～竹野子育てセンター）
4（木）
5（金）
6（土）
7（日）豊岡市日高消防団消防初出式（９：00～日高総合支所前駐車場）

パパと遊ぼうD
デ ー
AY！

（13：30～日高子育てセンター）

8（月）
9（火）アウトドアクッキング（10：00～竹野子育てセンター）

10（水）豊岡ノーマイカーデー（市全域）
11（木）
12（金）
13（土）第10回とよおかこどもまつり（10：30～豊岡市民プラザ）

14（日）大師山自然公園さくらまつり（９：00～大師山自然公園）
国府ふれあい観

かんおうえ
桜会

（11：00～国府ふれあい公園）

15（月）
16（火）そとあそび広場（10：15～国府ふれあい公園）

▼
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書
広
報
課
に
お
世
話
に
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り
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◯F2

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,249人（－96人） 41,841人（－29人） 45,408人（－67人） 32,565世帯（－34世帯）
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加藤弘之 （1836～1916）
出石町下谷出身
官僚・政治学者

1836年　出石町下谷に生まれる
1845年　10歳　藩校弘道館に入

学
1852年　17歳　江戸に出て佐久

間象山の下で学ぶ
1860年　25歳　蕃

ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

教授手
伝となる

1865年　30歳　『交易問答』を著す
1868年　34歳　『立憲政体略』を著す
1870年　35歳　明治天皇と皇后に講義をする
1873年　38歳　『国体新論』を著す
1874年　39歳　民撰議院設立建白書に反対する
1877年　42歳　開成学校（現東京大学）総理を嘱

託される
1881年　46歳　東京大学総理になる
1882年　47歳　天

てん

賦
ふ

人権説を否定する
1890年　55歳　東京帝国大学総長に任ぜられる
1893年　58歳　東京帝国大学総長を辞す
1907年　72歳　ドイツ皇帝より勲章を受領
1908年　73歳　齋藤隆夫が「早稲田学報」に加藤

への反論を掲載
1916年　81歳　東京にて逝去

　出石に生まれ、10歳から藩校弘道館で儒学を
学んだ後、17歳で江戸に渡り佐久間象山などの
下で西洋の兵学や学問に触れ感動を覚えます。
　その後、ドイツ語を独学で究めて、欧米の政
治体制や外国との貿易などについて著書を書い
たり、明治天皇に憲法・三権分立・地方自治な
どについて講義しました。
　開成学校の総理に就任し、日本初の総合大学
である東京大学の創設
に貢献。同大学の総理
を９年、東京帝国大学
の総長を３年務めます。
総長を辞任した後も多
数の官職を歴任し、81
歳で逝去しました。

思想の変遷
　「全て人間は生まれながら自由・平等の生活をす
る権利を有する」という天賦人権説に基づき、多く
の著書を書きました。
　明治初期、自由民権派が政府に対して民選議院（国
会）の開設を要求していた際、その建白書が富裕層
に参政権を限定する内容であったため、時期尚早と
して反対するなど天賦人権説の立場から意見を述べ
ました。
　しかし、40歳ころからダーウィンなどの新しい学
説に影響を受け「人権は、天賦でなく進化によって
次第に発展したもの」と、これまでの説を全面的に
否定し、以前に発表した著書も絶版としました。
　この思想の転向により批判された加藤は、新説を
取り入れず既存の考えに固執する学者に憤りを覚え
ました。

加藤弘之と齋藤隆夫
　日本の最高峰に君臨する学者だった加藤の論文に、
同郷の齋藤隆夫が真っ向から対立しました。
　1908年、齋藤は、母校である早稲田大学の「早稲
田学報」に5,000字を超える論文を掲載し、加藤の唱
えた天皇機関説（天皇を国家の最高機関とする説）な
どを批判しました。翌年、加藤が反論する論文を発
表するなど、日本の政治思想の根幹をなす格調の高
い論争が同郷の２人により展開されました。
　加藤の所説は、昭和初期まで一世を風

ふう

靡
び

しました
が、敗戦後は齋藤の説が正論として認識されるよう
になりました。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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【表紙写真】３月９日、JBL２（日本バスケットボールリーグ２部機構）公式試合｢兵庫ストークスVS東京海上日動ビッグ
ブルー｣が、総合体育館（大磯町）で行われ、86対42で兵庫ストークスが勝利を収めました。市マスコットキャラクター
「コウノトリのコーちゃん」「オオサンショウウオのオーちゃん」｢玄武岩の玄さん｣も応援に駆け付けました。

東京大学の生みの親　加
か

藤
と う

弘
ひ ろ

之
ゆ き

▲東京大学総理就任

加藤弘之生家
　生家であるこの家は屋根、
外観等は改修されています
が、敷地と建物は当時のま
まで豊岡市指定文化財に指
定されています。
場　所　出石町下谷10-1
開館日　日曜日・祝日（12／28～１／４は休館）
　　　　午前10時～午後３時　
入館料　無料


